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第22号

『
大
』
文
字
を
点
灯
す
る
に
は
、

事
前
の
草
刈
か
ら
『
大
』
文
字
の

字
の
形
を
と
る
ま
で
相
当
の
苦
労

が
要
り
ま
す
。『
大
』
文
字
の
一

辺
の
長
さ
は
約
二
十
ｍ
で
『
大
』

文
字
全
部
に
L
E
D
電
球
約
千
五

百
個
を
灯
し
ま
す
。

　
各
種
の
活
動
を
す
る
に
は
、
や

は
り
公
民
館
が
活
動
の
拠
点
と
な

り
ま
す
。そ
れ
に
は
、
魅
力
あ
る

事
業
を
計
画
し
、
公
民
館
に
地
域

の
人
に
沢
山
来
て
い
た
だ
き
、
お

互
い
知
り
合
い
に
な
り
、
楽
し
く

笑
顔
で
会
話
で
き
る
よ
う
公
民
館

を
拠
点
と
し
て
仲
間
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
市
自
治
連
事
業
へ
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
ま
た
各
地
区
の
様
々
な
自
治
会
活
動
と
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
も
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
発
生
し
た
鳥
取
中
部
地
震
は
、
県
内
中
部
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
で
は
い
ち
早
く
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
支
援
策
を
順
次
実
行
に
移
さ

れ
、
多
く
の
市
町
村
も
被
災
地
の
支
援
に
積
極
的
に
対
応
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
県
下
の
災
害
時
の
対
応
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
証
し
で

は
な
い
か
と
心
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
山
間
地
の
多
い
鳥
取
市
で
は
、
震
災
時
に
は
道
路
が
寸

断
し
て
集
落
が
孤
立
し
、
家
屋
倒
壊
、
停
電
、
断
水
等
に
見
舞
わ
れ
、

進
入
路
が
な
い
た
め
救
援
の
手
が
届
か
な
い
地
域
も
出
て
来
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
頼
れ
る
の
は
、
日
常
的
に
交
流

の
あ
る
近
隣
の
地
区
民
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、
町
内
（
区
）
会
組
織
を
よ
り
充
実
し
、

地
域
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
鳥
取
市
の
中
核
市
移
行
の
諸
準
備
も
終
わ
り
、
誘
致
企

業
の
操
業
も
順
次
開
始
さ
れ
、
新
市
庁
の
設
計
も
固
ま
り
、
鳥
取
市

の
発
展
に
一
段
と
拍
車
が
掛
か
っ
て
く
る
年
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
市
自
治
連
合
会
の
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
単
位
自
治
会
・

町
内
（
区
）
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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行
っ
て
い
ま
す
。二
日
目
は
地
区

体
育
館
で
パ
ネ
ル
展
示
と
健
康
体

操
な
ど
を
催
し
、
駐
車
場
で
は
各

種
団
体
か
ら
の
バ
ザ
ー
が
出
店
さ

れ
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
若
い
世
代
と
高
齢

化
の
方
々
が
共
存
し
合
い
各
区
長

の
連
携
と
防
災
を
強
化
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

人
権
の
尊
重
と
福
祉
の

  

充
実
・
防
災
強
化
を

     

目
指
す
街
づ
く
り

  

倉
田
地
区
自
治
会

 
 

会

長
　

谷
口 

　明

倉
田
地
区

興
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
地
域
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
区
で
の
主
な
年
間
行
事
で
は

五
月
に
地
区
・
小
学
校
合
同
の
大

運
動
会
を
開
催
し
、
地
域
と
小
学

校
の
児
童
、
保
護
者
が
一
体
と
な

り
日
頃
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。八
月
第
一
日
曜
日
ま
で
の
一

カ
月
間
を
部
落
解
放
月
間
と
称

し
、
期
間
中
に
十
の
集
落
で
小
地

域
対
話
集
会
を
開
催
、
感
想
や
意

見
を
出
し
合
い
八
月
の
第
一
日
曜

日
の
地
区
集
会
で
報
告
し
ま
す
。

そ
の
後
は
講
演
を
聞
き
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
解
消
に
向
け
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。十
月
に
は

二
日
間
に
わ
た
り
地
区
文
化
祭
を

開
催
し
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。一
日
目
は
地
区
体
育
館
で

地
域
の
保
育
園
の
園
児
・
小
学
校

の
児
童
・
児
童
館
・
一
般
の
方
な

ど
の
作
品
・
地
域
活
動
の
紹
介
等

パ
ネ
ル
展
示
し
、
公
民
館
等
で
は

毎
年
多
彩
に
満
ち
た
講
演
会
を

　
倉
田
地
区
は
、
概
ね
千
代
川
の

右
岸
、
八
坂
山
の
西
側
で
倉
田
小

学
校
を
中
心
に
南
北
約
五
キ
ロ
、

東
西
約
一
キ
ロ
に
位
置
し
、
地
区

内
に
は
と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ
ジ

ア
ム
、
倉
田
八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。

　
倉
田
地
区
は
十
集
落
約
六
百
四

十
世
帯
か
ら
な
る
地
域
で
す
。自

治
会
は
総
務
部
・
福
祉
部
・
保
安

部
・
公
民
館
部
・
同
教
部
・
体
育

部
の
六
部
で
運
営
し
、
地
域
振

興
・
健
康
対
策
・
福
祉
事
業
・
地

域
の
防
災
・
安
全
対
策
・
街
づ
く

り
の
推
進
・
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

　
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）
岡
山
市
連
合

町
内
会
二
十
一
名
、
姫
路
市
連
合
自
治
会
二
十
四
名
、

鳥
取
市
自
治
連
合
会
二
十
一
名
、
合
計
六
十
六
名
が
あ

し
も
り
学
園
他
（
岡
山
市
）
に
集
い
、
交
流
会
を
三
部

構
成
で
実
施
し
た
。

　
第
一
部
　
あ
し
も
り
学
園
視
察
、
当
学
園
は
平
成
二

十
三
年
四
月
、
三
小
学
校
が
総
合
開
校
さ
れ
た
岡
山
市

立
蛍
明
小
学
校
と
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
岡
山
市

立
足
守
中
学
校
と
一
体
型
校
舎
（
新
築
）
の
中
で
新
し

い
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
学
園
で
す
。
教
育
目
標
は
、

岡
山
市
の
岡
山
っ
子
育
成
条
例
「
自
立
す
る
子
ど
も
」

を
基
本
と
し
、
設
定
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、

一
貫
教
育
校
で
な
い
こ
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
、
給
食
調
理
場
が
あ
る
こ
と
、
新
築
校
舎

の
為
多
目
的
教
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
が
効
率
的
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
窺
う
こ
と
が
出
来
た
。

　
第
二
部
は
会
場
を
「
洪
庵
茶
屋
」
に
移
し
交
流
を
深

平
成
二
十
八
年
度 

三
市
姉
妹
交
流
会
報
告

平
成
二
十
八
年
度 

三
市
姉
妹
交
流
会
報
告

　「
自
治
連
だ
よ
り
」
第
二
十
二
号
は
、
八
地
区
の
地
域
活
動
を

紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
関

係
各
位
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
る
中
で
地
域
の

特
徴
を
生
か
し
た
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
各
々

の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
村
上
誘
子
）

部
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し

て
所
属
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　
活
動
と
し
て
は
、
事
務

局
・
各
部
会
で
協
議
し
て
各

種
団
体
の
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
、
さ
ら

に
、
あ
ら
た
に
事
業
を
お
こ

す
こ
と
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ

の
中
の
活
動
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
称

し
て
一
年
に
二
回
、
久
松
公

園
付
近
を
掃
除
し
て
い
ま
す
。小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
多
い
時
は

約
三
百
人
近
く
に
も
な
り
、
久
松

公
園
の
中
か
ら
周
り
の
道
路
ま
で

大
変
き
れ
い
に
な
り
気
持
ち
が
い

い
で
す
。掃
除
が
終
了
し
て
か
ら
、

ラ
ジ
オ
体
操
・
歌
を
歌
っ

て
解
散
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
た
後
、
こ
の
大
震
災

の
鎮
魂
の
気
持
ち
を
鳥
取

の
地
か
ら
発
信
で
き
な
い

か
と
思
い
、「
久
松
山
を
考

え
る
会
」
を
中
心
に
平
成

二
十
三
年
か
ら
、
八
月
に
久

松
山
頂
に
『
大
』
の
一
文

字
と
年
末
・
年
始
に
か
け

て
久
松
山
二
ノ
丸
の
城
壁

に
漢
字
一
文
字
を
点
灯
し

て
い
ま
す
。久
松
山
頂
の

　
久
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
住
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
平
成
二
十
一
年
六

月
に
町
内
会
長
会
及
び
地
域
の
各

種
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
「
住
み

よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く

る
会
」
は
「
生
活
安
全
部
会
」・

「
健
康
福
祉
部
会
」・「
文
化
教
養

部
会
」・「
次
世
代
育
成
部
会
」
の

四
部
会
を
つ
く
り
、
町
内
会
長
会

を
は
じ
め
各
種
団
体
が
ど
こ
か
の

 

仲
間
づ
く
り
で

　
　
　

   

笑
顔
に
！

住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会

　

   

事
務
局
長

　濱
本
健
一

久
松
地
区

め
た
。
足
守
特
産
メ
ロ
ン
の
生
ジ
ュ
ー
ス
は
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
と
し
て
最
高
で
あ
っ
た
。

　
第
三
部
は
「
備
中
高
松
城
跡
視
察
」
豊
臣
秀
吉
率
い

る
軍
勢
が
高
松
城
を
「
水
攻
め
」
に
し
城
主
清
水
宗
治

は
湖
上
に
船
を
浮
か
べ
自
刃
、
家
臣
を
救
っ
た
話
は
有

名
。
又
、
江
戸
時
代
は
秀

吉
の
正
室
「
ね
ね
」
の
兄
、

木
下
家
定
が
陣
屋
町
と
し

て
繁
栄
さ
せ
、
今
で
も

し
っ
く
り
と
落
ち
着
い
た
、

た
た
ず
ま
い
を
な
し
多
く

の
観
光
客
を
よ
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
研
修
も
三
市
自

治
連
合
会
の
絆
を
一
層
深

め
た
視
察
と
な
っ
た
。
平

成
二
十
九
年
度
の
三
市
交

流
会
場
は
鳥
取
市
と
な
る
。

（
報
告
　
南
部
　
敏
）

倉田地区運動会倉田地区運動会

倉田地区文化祭倉田地区文化祭

久松公園周辺の清掃久松公園周辺の清掃

久松山頂の『大』文字久松山頂の『大』文字
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地
区
新
年
互
礼
会

慰
霊
祭
・
偲
ぶ
会

地
区
大
運
動
会

地
区
春
期
Ｇ
Ｇ
大
会

地
区
夏
祭
り

夏
休
み
宿
題
教
室（
３
回
）

地
区
防
災
避
難
訓
練

地
区
敬
老
会

地
区
秋
期
Ｇ
Ｇ
大
会

公
民
館
祭

面
影
山
遊
歩
道

　
　
　
保
全
作
業

一
月
一
日

四
月

五
月

八
月

年
間
事
業
計
画

九
月

十
月

十
一
月

そ
れ
を
生
か
し
て
湖
山
池
南
岸
の

整
備
と
開
発
構
想
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

が
あ
る
。こ
れ
ま
で
に
六
回
の
委

員
会
を
開
き
、
湖
山
池
か
ら
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
構
想
・
町
並

み
整
備
・
秋
葉
山
の
整
備
・
空
き

家
活
用
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。又
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
吉
岡
の
新
し
い
温
泉
会

館
の
建
設
も
あ
る
。こ
れ
も
建
設
・

運
営
委
員
会
を
七
回
設
け
、
鳥
取

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
二
十

九
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
平
素
、
温
泉
町
は
よ
り
多
く
の

方
に
温
泉
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
足
湯
の
出
前
を

し
、
周
り
か
ら
慕
わ
れ
る
町
づ
く

り
を
し
て
、
再
び
鳥
取
市
の
奥
座

敷
と
し
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
こ
と

は
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
一
助
に

も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鳥
取
市
の
西
、
湖
山
池
の
南
の

地
域
を
湖
南
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
に
吉
岡
小
と
大
郷

小
の
二
小
学
校
が
一
つ
に
な
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
湖
南
小
学
校
が

出
来
た
頃
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
地
区
の
区
長
会
等
各
種
団
体

が
組
織
化
さ
れ
、
湖
南
地
区
自
治

会
が
成
立
し
た
の
は
、
つ
い
最
近

の
平
成
二
十
七
年
で
、
こ
れ
か
ら

は
、「
湖
南
は
一
つ
」
の
合
言
葉

の
下
に
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
幸
い
に
も
、
平
成
二
十
九
年
度

に
鳥
取
西
道
路
が
開
通
し
、
吉
岡

温
泉
イ
ン
タ
ー
も
出
来
る
の
で
、

樹
木
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

二
十
五
年
に
は
土
木
学
会
選
奨
土

木
遺
産
に
鳥
取
市
初
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財

産
を
何
十
年
に
も
わ
た
り
維
持
管

理
し
て
き
た
の
が
安
長
町
内
会
で

す
。
毎
年
夏
に
全
戸
参
加
し
、
東

西
に
分
か
れ
、
草
刈
機
、
鎌
、

鋸
、
剪
定
鋏
等
で
下
刈
り
、
枝
打

ち
、
倒
木
等
の
始
末
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
期
に
は
、
通
行
出
来
な
い

程
荒
れ
果
て
た
状
況
の
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
住
民
の
努
力
に
よ

り
、
現
在
の
遊
歩
道
の
姿
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
古
木
が
多
い

為
、
台
風
の
後
な
ど
に
は
多
く
の

枯
枝
等
が
落
ち
、
そ
の
都
度
近
所

の
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、

町
内
会
役
員
等
が
、
処
理
出
来
る

物
に
つ
い
て
は
行
い
、
高
所
等
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
倒
木
等
に
つ

い
て
は
、
通
行
に
危
険
の
あ
る
場

合
、
鳥
取
市
と
相
談
し
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重

な
財
産
を
守
る
為
、
安
長
住
民
は

安
長
の
宝
と
し
て
又
、
鳥
取
市
の

宝
と
し
て
今
後
も
維
持
管
理
に
努

め
、
周
辺
住
民
の
散
歩
道
と
し
て

守
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
月
頃
に
は
椿
の
花
ア
ー

ケ
ー
ド
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
是
非
見
に
来
て
い
た
だ

き
、
こ
の
土
手
を
守
っ
て
き
た
安

長
住
民
の
活
動
を
少
し
で
も
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
千
代
水
地
区
は
現
在
七
町
内
約

五
百
世
帯
で
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
一
つ
の

安
長
町
内
会
（
約
八
十
世
帯
、
二

百
五
十
人
程
）
の
特
色
あ
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
安
長
に
は
十
三
世
紀
末
に

作
ら
れ
た
土
堤
防
と
約
五
百
本
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
約
七
百
ｍ
の
ひ

と
続
き
の
樹
林
帯
と
し
て
奇
跡
的

に
残
る
、
安
長
土
手
（
嵐
ケ
鼻
土

手
と
も
言
う
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
四
年
に
は
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
が
鳥
取
市
指
定
保
存

　杜の都宮城県仙台市の 11 月 10 日、仙台国際
センターにおいて参加者 920 名が集う全国大会
が開催されました。
　オープニングは小学校合唱団の児童合唱に始
まり、第１部式典では、鈴木全国自治会連合会長
の挨拶のあと、宮城県知事と仙台市長から歓迎と
震災復興支援に対するお礼の言葉がありました。
多年にわたり住民自治の振興発展に寄与された
97 名に対して全国自治会連合会表彰が行われ、
来賓祝辞では高市総務大臣から、敬意と感謝の意
を表する旨が代読されました。大会宣言では、住
民自治のさらなる発展と未来に誇れる地域社会
の創造を目指し、目標達成に努める旨の宣言案が
満場一致で採択されました。平成 27 年秋と 28
年春の叙勲受賞者 14名が紹介されたあと、次期
開催地を代表して松浦副会長（大阪府）から歓
迎の挨拶があり第１部を終了しました。
　第２部活動発表は、全国７つのブロックから、
各テーマを掲げ特色ある活動事例が発表され、
「防災・防犯・交通安全・見守り支え合い・地域
の魅力づくり」等多岐にわたる事例で自治会の
役割の大きさを再認識しました。

　第３部交歓会では、魅力満載の郷土芸能と料理
のもてなしがあり、歓談と情報交換をし、有意義
なひとときでした。
　翌日は、仙台市内の震災対策津波タワーや震災
慰霊碑・復興メモリアル交流館・被災校舎・防
潮堤防の建設状況等の現地視察に参加。この２日
間を通じて得たことは、どこの自治会ともその活
動に真剣に取り組んで、確実に成果をあげられて
おり、大いに参考にするべきと触発されたことで
した。　

 （報告　大西隆秀）
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か
で
、東
日
本
大
震
災
を
始
め

各
地
で
発
生
す
る
自
然
災
害

か
ら
住
民
参
加
に
よ
る
日
常

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
必
要

性
や
地
域
の
絆
の
大
切
さ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
時
　
同
じ
く
し
て
、桜
ヶ
丘

中
学
校
の
教
育
方
針
の
一
つ

と
し
て「
子
供
た
ち
の
地
域
と

の
関
わ
り
を
維
持
強
化
す
る

こ
と
で
、豊
か
な
人
間
を
育
て
る
」

が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
当
自
治
会
は
、こ
う
し
た
状
況

の
中
で
構
成
す
る
十
五
町
区
と
と

も
に「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で

良
か
っ
た
面
影
」を
目
指
し
て
、人

と
人
は
勿
論
、町
区
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
の
た
め
、各
種

団
体
に
よ
り
中
学
生
の
参
加
・
協

力
を
得
な
が
ら
、各
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
自
治
会
主
催
の
主
な
年
間
事
業

は
、表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

一
月
一
日
新
年
互
礼
会
で
新
年
を

祝
い
ス
タ
ー
ト
し
、四
月
に
戦
争

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
地
区
出
身
五

十
八
柱
の
英
霊
の
慰
霊
祭
と
偲
ぶ

会
、五
月
に
地
区
大
運
動
会
で
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
個

人
種
目
・
地
区
対
抗
種
目
で
町
区

間
ふ
れ
あ
い
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。昨
年
健
康
増
進
を
兼
ね
た
新

企
画
で
年
二
回
の
地
区
Ｇ
Ｇ
大
会

で
個
人
戦
・
町
区
対

抗
戦
を
実
施
。八
月

の
地
区
夏
祭
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
中

学
生
の「
よ
さ
こ
い

お
ど
り
」の
参
加
で

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
延
べ
二
千

　
面
影
地
域
は
、北
側
に
袋
川
・

南
側
に
大
路
川
の
両
河
川
に
挟
ま

れ
た
面
影
山
の
周
辺
に
位
置
し
て

い
る
。戦
前
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
専

業
農
家
で
、こ
の
山
を
中
心
に
田

畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
村
で

あ
っ
た
。面
影
山
は
、天
平
時
代

「
因
幡
三
山
」の
一
つ
で
、「
大
和
三

山
」の「
天
香
久
山
」に
似
て
い
る

と
し
て
、万
葉
歌
人
や
国
司
達
は
、

都
に
残
さ
れ
た
妻
子
の「
お
も
か

げ
」を
し
の
ん
だ
と
い
わ
れ
る
古
歌

が
残
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
風
光

明
媚
な
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
九
月
旧
面
影
村
を

構
成
し
て
い
た
七
町
区
で
、面
影

地
区
自
治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、面
影
山
周
辺
の
田
畑
は

宅
地
造
成
が
進
み
、各
エ
リ
ア
ご

と
に
町
内
会
を
立
ち
上
げ
八
町
区

の
町
内
会
が
加
わ
っ
て
、十
五
町

区
三
千
世
帯
・
七
千
二
百
名
の
大

規
模
自
治
会
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
始
め
と
す
る
社
会
経

済
環
境
の
急
速
な
変
化
は
、私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、住
民
の
価
値
観
や
生

活
様
式
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、地
域
社
会
に
お
け

る
連
帯
意
識
や
繋
が
り
と
い
っ
た

古
く
か
ら
の
良
き
風
習
が
希
薄
化

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
の
な

名
の
参
加
を
得
た
。今
年
の
新
企

画
で
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
三

回
の
宿
題
教
室
を
実
施
し
百
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
保
護
者
か
ら

も
喜
ば
れ
た
。九
月
に
地
区
敬
老

会
は
、今
年
一
〇
六
回
目
と
連
続

で
開
催
出
来
た
素
晴
ら
し
さ
と
、

対
象
者
の
方
々
が
楽
し
み
に
お
待

ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。十
月
に

公
民
館
祭
で
屋
内
に
絵
画
等
の
展

示
・
芸
能
披
露
・
抽
選
会
、屋
外

に
バ
ザ
ー
・
も
ち
つ
き
・
そ
ば
打

ち
の
実
演
・
試
食
、地
区
外（
佐
治
）

の
、か
せ
ぎ
集
落
か
ら
農
産
物
等

の
販
売
と
交
流
を
深
め
る
二
日
間

の
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
年
間
通
し
て
、避
難
行
動

要
支
援
者
制
度
の
推
進
活
動
・
青

パ
ト
に
よ
り
子
供
た
ち
の
下
校
に

合
わ
せ
て
、地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。今
後
各
事
業
の

充
実
を
図
り「
安
心
・
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
」ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
住
み
た
い
ま
ち・

  

住
ん
で
良
か
っ
た
面
影
」

　
　
　
　

  

を
め
ざ
し
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面
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地
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自
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会
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平成28年度 全国自治会連合会
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西
郷
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
部

に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
人

口
は
四
百
四
十
八
世
帯
千
二
百
四

十
五
人
（
平
成
二
十
八
年
四
月
現

在
）
で
高
齢
化
率
三
十
九
％
の
中

山
間
地
域
で
す
。い
な
ば
西
郷
む

ら
づ
く
り
協
議
会
は
、
設
立
に
あ

た
っ
て
住
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
五
回（
延
二
百
六
十
五
名
参
加
）

開
催
す
る
と
と
も
に
先
進
地
の
視

察
を
実
施
し
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
に
設
立
、
会
員
は
地
域
住
民

と
活
動
に
賛
同
す
る
者
と
し
、
広

報
・
福
祉
・
文
化
・
環
境
・
農
林

の
五
部
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

窯
元
巡
り（
バ
ス
が
巡
回
）の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
区
の
魅

力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
谷
地
区
の
九
箇
所
の
町
内
会

で
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
「
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
ご
と
に
、

旧
暦
の
端
午
の
節
句
の
前
後
の
土

曜
日
、
も
し
く
は
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
本
町
区
で
は
、

綱
引
き
の
前
日
に
本
和
会
（
町
内

会
の
壮
年
部
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

綱
を
編
む
材
料
と
な
る
茅
・
蓬
・

菖
蒲
を
刈
り
に
行
く
。ま
た
各
家

庭
で
は
、
茅
・
蓬
・
菖
蒲
で
作
っ

た
束
を
屋
根
に
上
げ
る
。

　
当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
達
が
棒
や
竹
竿
を
持
ち
、
町
内

会
の
家
々
を
回
り
、
屋
根
に
上
が

っ
て
い
る
束
を
集
め
て
集
会
所
へ

持
っ
て
く
る
。集
会
所
で
は
本
和

会
が
中
心
と
な
り
、
荒
縄
を
芯
に

し
て
子
ど
も
達
が
集
め
て
き
た
束

や
、
前
日
に
刈
り
取
っ
た
物
を
織

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

西
郷
地
区
に
は
牛
の
戸
焼
・
因
州

中
井
窯
・
や
な
せ
窯
の
三
窯
元
と

木
工
芸
の
「
工
房
こ
の
か
」、
ガ
ラ

ス
工
芸
の
「
u
k
i
r
o
o
s
h
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
資
源
を
基
に
「
い

な
ば
西
郷
工
芸
の
郷
構
想
」
を
作

成
し
、「
一
般
社
団
法
人
西
郷
工

芸
の
郷
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
を
設

立
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
持

続
可
能
な
地
域
の
創
生
を
目
指
し

ま
す
。そ
の
内
容
は
①
工
芸
の
郷

拠
点
施
設
の
運
営
②
共
同
体
組
織

に
よ
る
農
業
の
活
性
化
③
既
存
施

設
や
自
然
資
源
の
利
活
用
④
老
人

福
祉
施
設
の
運
営
（
地
域
住
民
に

よ
る
地
域
の
老
人
の
介
護
）⑤
地

域
の
特
産
品
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
十
月
二
十
九
日
に

は
「
第
一
回
西
郷
工
芸
祭
り
」
を

開
催
し
、
地
元
を
は
じ
め
近
隣
の

工
芸
作
家
の
作
品
展
示
と
販
売
、

り
込
ん
で
綱
を
編
ん
で
い
く
。綱

が
編
み
上
が
る
と
子
ど
も
達
は
、

綱
の
前
側
を
男
子
、
綱
の
後
側
を

女
子
が
持
っ
て
町
内
を
回
り
、

家
々
の
前
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
こ
の
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
は
、

菖
蒲
が
「
勝
負
」「
尚
武
」
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
る
大
切
な
行
事
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
子
ど
も
達
の
人
数

が
激
減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
綱
の

長
さ
も
年
々
短
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
果
た
す
役
割

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。町
内
会
に
あ
る
組
織
を
見

直
し
、
立
て
直
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
を

守
り
育
て
て
い
く
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

　
い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
計
画

を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
、
第

二
次
計
画
を
平
成
二
十
七
年
四
月

に
作
成
し
、
西
郷
地
区
の
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
い
な
ば

西
郷
む
ら
づ
く
り
だ
よ
り
を
年
数

回
発
行
し
て
地
域
住
民
に
活
動
の

紹
介
や
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
鳥
取
市
修
立
地
区

と
の
「
ま
ち
む
ら
交
流
事
業
」、

集
落
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、

自
然
・
歴
史
的
建
造
物
や
特
徴
の

あ
る
民
家
、
創
作
作
品
を
展
示
す

る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」、「
西
郷
保
育
所
給
食
食
材
供

給
」、「
西
郷
地
区
敬
老
会
」、
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
高
山
の
「
登
山

道
整
備
（
北
村
集
落
と
の
共
同
作

業
）」、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
や

渓
流
体
験
の
「
西
郷
川
遊
び
デ

ー
」、「
河
川
美
化
活
動
」 

な
ど
の

恒
例
事
業
を
は
じ
め
、
女
性
で
構

成
す
る
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー

ム
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
の
活
動
、
協

議
会
を
母
体
と
し
た
西
郷
農
地
水

ま
も
り
隊
に
よ
る
「
多
面
的
機
能

直
接
支
払
交
付
金
事
業
（
西
郷
地

区
全
集
落
対
象
）」
な
ど
の
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
兵
円
の
あ
ま
ん
じ
ゃ

く
〜
い
な
ば
西
郷
伝
説
集
〜
」
の

発
刊
、「
中
国
地
区
自
治
会
共
同

モ
デ
ル
地
区
事
業
」、
路
線
バ
ス

の
「
み
ん
な
が
乗
り
た
く
な
る
バ

ス
の
魅
力
づ
く
り
事
業
」
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
遠
足
の
前
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

空
山
広
場
の
草
刈
り
を
し
て
登
り

や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
く
れ
ま

す
。ま
た
、
六
月
下
旬
に
は
自
治

会
、
区
長
会
で
草
刈
り
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、
空

山
は
津
ノ
井
村
時
代
か
ら
開
発
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
計
画
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
の
意
見
が
ま
と

ま
り
、
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
り
地
区
民
、
地

権
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
事
業

に
着
手
し
、
そ
の
年
の
十
一
月
に

は
完
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
空
山
農
場
と
、
果

樹
園
の
管
理
道
を
活
用
し
て
、
頂

上
付
近
の
広
場
か
ら
鳥
取
県
営
牧

場
の
上
、
風
力
発
電
風
車
が
三
基

設
置
し
て
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
全

長
八
〇
〇
ｍ
の
山
林
を
切
り
開
き

　
空
山
（
標
高
三
四
〇
ｍ
）
の
す

そ
野
に
広
が
る
津
ノ
井
地
区
は
鳥

取
市
の
南
部
に
位
置
し
、
地
区
内

に
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

工
業
高
校
、
近
隣
に
は
環
境
大

学
、
ま
た
、
津
ノ
井
駅
南
に
は
工

業
団
地
を
抱
え
国
道
二
十
九
号
線

バ
イ
パ
ス
が
通
る
鳥
取
市
の
重
点

地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

団
地
造
成
に
よ
る
新
し
い
町
区

（
集
落
）
も
生
ま
れ
、
人
口
も
増

加
中
で
す
。一
方
古
く
か
ら
の
集

落
で
は
少
子
高
齢
化
の
傾
向
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
雇
用
促
進
住
宅
団
地
を

含
め
二
十
町
区
約
千
五
百
六
十
世

帯
三
千
九
百
人
の
地
区
で
す
。津

ノ
井
地
区
の
事
業
も
慰
霊
祭
、
敬

老
会
、
納
涼
祭
、
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
他
地
域
と
同
じ
よ
う
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
行

う
津
ノ
井
小
学
校
の
全
校
生
徒
に

よ
る
空
山
遠
足
は
創
立
記
念
日
の

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
保
護
者

を
は
じ
め
地
区
住
民
も
参
加
す
る

百
二
十
年
以
上
、
今
も
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

歩
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
頂
上
か
ら
一
望
す
る
景
色
は

市
街
地
、
鳥
取
砂
丘
、
日
本
海
を

望
み
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。

　
空
山
広
場
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
守
る
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
自
治

会
、
区
長
会
、
各
種
団
体
の
有
志

約
六
十
人
が
六
月
と
十
月
、
年
二

回
の
草
刈
り
作
業
を
お
こ
な
い
ま

す
。重
労
働
で
す
が
登
山
道
が
荒

れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
維
持
管

理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
香
取
集
落
の
意
上
奴
神
社
入
り

口
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

か
ら
頂
上
の
風
車
ま
で
約
五
㎞
あ

り
ま
す
。天
気
の
良
い
日
に
弁
当

を
持
ち
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と

歩
い
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

み
ん
な
で
汗
を
か
こ
う

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

  

津
ノ
井
地
区
自
治
会

 
 

会

長　

福
田
正
美

津
ノ
井
地
区

 

人
の
輪
で

　
　伝
統
を
守
る

  

青
谷
地
区
自
治
連
合
会

 
 

会

長　

浜
江
康
雄

青
谷
地
区

 
い
な
ば
西
郷

  
む
ら
づ
く
り
協
議
会

                 

の
活
動

  

い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
協
議
会

 
 

会

長　

前
田
伸
一

河
原
地
区

　
容
姿
で
完
全
に
勝
っ
て
い
る

か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、
瞬

時
に
参
加
者
を
引
き
付
け
、
笑

い
の
中
で
感
動
も
さ
せ
る
明
穂

先
生
の
話
術
に
は
、
多
少
の
嫉

妬
心
さ
え
感
じ
る
よ
う
だ
っ

た
。七
月
十
四
日
、
わ
ら
べ
館

の
会
場
は
、
約
七
十
名
の
町
内

会
長
等
で
ビ
ッ
シ
リ
埋
っ
た
。

「
あ
な
た
の
足
腰
健
や
か
に
」

と
題
し
、
い
き
な
り
バ
タ
バ
タ

足
踏
み
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
ご
存
知
の
通
り
、「
他
の
医

者
で
ダ
メ
な
ら
明
穂
に
行
け
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
先
生
は

外
科
の
名
医
な
の
で
「
健
康
は

他
人
か
ら
貰
う
も
の
、
で
は
な

く
自
分
が
作
り
上
げ
る
も
の
」

の
言
葉
は
い
い
と
し
よ
う
。で

も
、
物
事
の
「
明
る
い
面
、
良

い
面
」
を
見
て
ゆ
く
と
長
生
き

が
出
来
る
と
か
、
自
分
の
見
方

を
変
え
る
こ
と
で
相
手
は
素
晴

し
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
、

な
ど
と
い
う
話
は
宗
教
家
の
よ

う
で
も
あ
り
、「
あ
れ
、
先
生
は

切
っ
た
張
っ
た
の
外
科
医
さ
ん

な
の
」
と
疑
い
た
く
も
な
る
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
一
度
や

二
度
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
言
う
が
、
毎
回
話
の
内
容
が

変
わ
り
、
楽
し
く
「
又
聞
き
た

い
」
と
評
判
が
い
い
。も
っ
と

も
「
感
動
し
た
、
良
か
っ
た
」

と
言
い
つ
つ
三
十
分
後
に
は
内

容
を
全
て
忘
れ
て
い
る
。次
回

は
「
聞
い
た
事
を
忘
れ
な
い
方

法
」
で
講
演
し
て
も
ら
お
う
。

　
大
笑
い
し
寿
命
が
一
年
伸
び

た
。渡
邊
会
長
は
十
倍
笑
わ
れ

て
た
か
ら
十
年
は
長
生
き
さ
れ

る
。会
長
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い

た
が
当
分
望
め
ま
い
。会
場
を

出
て
ゆ
く
皆
さ
ん
、
全
員
笑
顔

で
し
た
。（

文
責
　
中
嶋
大
地
）

ウ

キ

ル

ゥ

シ

ュ

　　
空山の全景空山の全景

空山広場の草刈り空山広場の草刈り

町内会長研修の様子町内会長研修の様子
菖蒲綱引き菖蒲綱引き

西郷まるごと川遊びデー西郷まるごと川遊びデー

カジカガエルとホタルを楽しむ会カジカガエルとホタルを楽しむ会
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西
郷
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
部

に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
人

口
は
四
百
四
十
八
世
帯
千
二
百
四

十
五
人
（
平
成
二
十
八
年
四
月
現

在
）
で
高
齢
化
率
三
十
九
％
の
中

山
間
地
域
で
す
。い
な
ば
西
郷
む

ら
づ
く
り
協
議
会
は
、
設
立
に
あ

た
っ
て
住
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
五
回（
延
二
百
六
十
五
名
参
加
）

開
催
す
る
と
と
も
に
先
進
地
の
視

察
を
実
施
し
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
に
設
立
、
会
員
は
地
域
住
民

と
活
動
に
賛
同
す
る
者
と
し
、
広

報
・
福
祉
・
文
化
・
環
境
・
農
林

の
五
部
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

窯
元
巡
り（
バ
ス
が
巡
回
）の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
区
の
魅

力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
谷
地
区
の
九
箇
所
の
町
内
会

で
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
「
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
ご
と
に
、

旧
暦
の
端
午
の
節
句
の
前
後
の
土

曜
日
、
も
し
く
は
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
本
町
区
で
は
、

綱
引
き
の
前
日
に
本
和
会
（
町
内

会
の
壮
年
部
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

綱
を
編
む
材
料
と
な
る
茅
・
蓬
・

菖
蒲
を
刈
り
に
行
く
。ま
た
各
家

庭
で
は
、
茅
・
蓬
・
菖
蒲
で
作
っ

た
束
を
屋
根
に
上
げ
る
。

　
当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
達
が
棒
や
竹
竿
を
持
ち
、
町
内

会
の
家
々
を
回
り
、
屋
根
に
上
が

っ
て
い
る
束
を
集
め
て
集
会
所
へ

持
っ
て
く
る
。集
会
所
で
は
本
和

会
が
中
心
と
な
り
、
荒
縄
を
芯
に

し
て
子
ど
も
達
が
集
め
て
き
た
束

や
、
前
日
に
刈
り
取
っ
た
物
を
織

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

西
郷
地
区
に
は
牛
の
戸
焼
・
因
州

中
井
窯
・
や
な
せ
窯
の
三
窯
元
と

木
工
芸
の
「
工
房
こ
の
か
」、
ガ
ラ

ス
工
芸
の
「
u
k
i
r
o
o
s
h
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
資
源
を
基
に
「
い

な
ば
西
郷
工
芸
の
郷
構
想
」
を
作

成
し
、「
一
般
社
団
法
人
西
郷
工

芸
の
郷
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
を
設

立
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
持

続
可
能
な
地
域
の
創
生
を
目
指
し

ま
す
。そ
の
内
容
は
①
工
芸
の
郷

拠
点
施
設
の
運
営
②
共
同
体
組
織

に
よ
る
農
業
の
活
性
化
③
既
存
施

設
や
自
然
資
源
の
利
活
用
④
老
人

福
祉
施
設
の
運
営
（
地
域
住
民
に

よ
る
地
域
の
老
人
の
介
護
）⑤
地

域
の
特
産
品
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
十
月
二
十
九
日
に

は
「
第
一
回
西
郷
工
芸
祭
り
」
を

開
催
し
、
地
元
を
は
じ
め
近
隣
の

工
芸
作
家
の
作
品
展
示
と
販
売
、

り
込
ん
で
綱
を
編
ん
で
い
く
。綱

が
編
み
上
が
る
と
子
ど
も
達
は
、

綱
の
前
側
を
男
子
、
綱
の
後
側
を

女
子
が
持
っ
て
町
内
を
回
り
、

家
々
の
前
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
こ
の
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
は
、

菖
蒲
が
「
勝
負
」「
尚
武
」
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
る
大
切
な
行
事
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
子
ど
も
達
の
人
数

が
激
減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
綱
の

長
さ
も
年
々
短
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
果
た
す
役
割

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。町
内
会
に
あ
る
組
織
を
見

直
し
、
立
て
直
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
を

守
り
育
て
て
い
く
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

　
い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
計
画

を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
、
第

二
次
計
画
を
平
成
二
十
七
年
四
月

に
作
成
し
、
西
郷
地
区
の
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
い
な
ば

西
郷
む
ら
づ
く
り
だ
よ
り
を
年
数

回
発
行
し
て
地
域
住
民
に
活
動
の

紹
介
や
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
鳥
取
市
修
立
地
区

と
の
「
ま
ち
む
ら
交
流
事
業
」、

集
落
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、

自
然
・
歴
史
的
建
造
物
や
特
徴
の

あ
る
民
家
、
創
作
作
品
を
展
示
す

る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」、「
西
郷
保
育
所
給
食
食
材
供

給
」、「
西
郷
地
区
敬
老
会
」、
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
高
山
の
「
登
山

道
整
備
（
北
村
集
落
と
の
共
同
作

業
）」、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
や

渓
流
体
験
の
「
西
郷
川
遊
び
デ

ー
」、「
河
川
美
化
活
動
」 

な
ど
の

恒
例
事
業
を
は
じ
め
、
女
性
で
構

成
す
る
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー

ム
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
の
活
動
、
協

議
会
を
母
体
と
し
た
西
郷
農
地
水

ま
も
り
隊
に
よ
る
「
多
面
的
機
能

直
接
支
払
交
付
金
事
業
（
西
郷
地

区
全
集
落
対
象
）」
な
ど
の
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
兵
円
の
あ
ま
ん
じ
ゃ

く
〜
い
な
ば
西
郷
伝
説
集
〜
」
の

発
刊
、「
中
国
地
区
自
治
会
共
同

モ
デ
ル
地
区
事
業
」、
路
線
バ
ス

の
「
み
ん
な
が
乗
り
た
く
な
る
バ

ス
の
魅
力
づ
く
り
事
業
」
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
遠
足
の
前
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

空
山
広
場
の
草
刈
り
を
し
て
登
り

や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
く
れ
ま

す
。ま
た
、
六
月
下
旬
に
は
自
治

会
、
区
長
会
で
草
刈
り
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、
空

山
は
津
ノ
井
村
時
代
か
ら
開
発
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
計
画
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
の
意
見
が
ま
と

ま
り
、
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
り
地
区
民
、
地

権
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
事
業

に
着
手
し
、
そ
の
年
の
十
一
月
に

は
完
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
空
山
農
場
と
、
果

樹
園
の
管
理
道
を
活
用
し
て
、
頂

上
付
近
の
広
場
か
ら
鳥
取
県
営
牧

場
の
上
、
風
力
発
電
風
車
が
三
基

設
置
し
て
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
全

長
八
〇
〇
ｍ
の
山
林
を
切
り
開
き

　
空
山
（
標
高
三
四
〇
ｍ
）
の
す

そ
野
に
広
が
る
津
ノ
井
地
区
は
鳥

取
市
の
南
部
に
位
置
し
、
地
区
内

に
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

工
業
高
校
、
近
隣
に
は
環
境
大

学
、
ま
た
、
津
ノ
井
駅
南
に
は
工

業
団
地
を
抱
え
国
道
二
十
九
号
線

バ
イ
パ
ス
が
通
る
鳥
取
市
の
重
点

地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

団
地
造
成
に
よ
る
新
し
い
町
区

（
集
落
）
も
生
ま
れ
、
人
口
も
増

加
中
で
す
。一
方
古
く
か
ら
の
集

落
で
は
少
子
高
齢
化
の
傾
向
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
雇
用
促
進
住
宅
団
地
を

含
め
二
十
町
区
約
千
五
百
六
十
世

帯
三
千
九
百
人
の
地
区
で
す
。津

ノ
井
地
区
の
事
業
も
慰
霊
祭
、
敬

老
会
、
納
涼
祭
、
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
他
地
域
と
同
じ
よ
う
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
行

う
津
ノ
井
小
学
校
の
全
校
生
徒
に

よ
る
空
山
遠
足
は
創
立
記
念
日
の

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
保
護
者

を
は
じ
め
地
区
住
民
も
参
加
す
る

百
二
十
年
以
上
、
今
も
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

歩
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
頂
上
か
ら
一
望
す
る
景
色
は

市
街
地
、
鳥
取
砂
丘
、
日
本
海
を

望
み
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。

　
空
山
広
場
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
守
る
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
自
治

会
、
区
長
会
、
各
種
団
体
の
有
志

約
六
十
人
が
六
月
と
十
月
、
年
二

回
の
草
刈
り
作
業
を
お
こ
な
い
ま

す
。重
労
働
で
す
が
登
山
道
が
荒

れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
維
持
管

理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
香
取
集
落
の
意
上
奴
神
社
入
り

口
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

か
ら
頂
上
の
風
車
ま
で
約
五
㎞
あ

り
ま
す
。天
気
の
良
い
日
に
弁
当

を
持
ち
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と

歩
い
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
み
ん
な
で
汗
を
か
こ
う

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

  

津
ノ
井
地
区
自
治
会

 
 

会

長　

福
田
正
美

津
ノ
井
地
区

 

人
の
輪
で

　
　伝
統
を
守
る

  

青
谷
地
区
自
治
連
合
会

 
 

会

長　

浜
江
康
雄

青
谷
地
区

 

い
な
ば
西
郷

  

む
ら
づ
く
り
協
議
会

                 

の
活
動

  

い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
協
議
会

 
 

会

長　

前
田
伸
一

河
原
地
区

　
容
姿
で
完
全
に
勝
っ
て
い
る

か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、
瞬

時
に
参
加
者
を
引
き
付
け
、
笑

い
の
中
で
感
動
も
さ
せ
る
明
穂

先
生
の
話
術
に
は
、
多
少
の
嫉

妬
心
さ
え
感
じ
る
よ
う
だ
っ

た
。七
月
十
四
日
、
わ
ら
べ
館

の
会
場
は
、
約
七
十
名
の
町
内

会
長
等
で
ビ
ッ
シ
リ
埋
っ
た
。

「
あ
な
た
の
足
腰
健
や
か
に
」

と
題
し
、
い
き
な
り
バ
タ
バ
タ

足
踏
み
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
ご
存
知
の
通
り
、「
他
の
医

者
で
ダ
メ
な
ら
明
穂
に
行
け
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
先
生
は

外
科
の
名
医
な
の
で
「
健
康
は

他
人
か
ら
貰
う
も
の
、
で
は
な

く
自
分
が
作
り
上
げ
る
も
の
」

の
言
葉
は
い
い
と
し
よ
う
。で

も
、
物
事
の
「
明
る
い
面
、
良

い
面
」
を
見
て
ゆ
く
と
長
生
き

が
出
来
る
と
か
、
自
分
の
見
方

を
変
え
る
こ
と
で
相
手
は
素
晴

し
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
、

な
ど
と
い
う
話
は
宗
教
家
の
よ

う
で
も
あ
り
、「
あ
れ
、
先
生
は

切
っ
た
張
っ
た
の
外
科
医
さ
ん

な
の
」
と
疑
い
た
く
も
な
る
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
一
度
や

二
度
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
言
う
が
、
毎
回
話
の
内
容
が

変
わ
り
、
楽
し
く
「
又
聞
き
た

い
」
と
評
判
が
い
い
。も
っ
と

も
「
感
動
し
た
、
良
か
っ
た
」

と
言
い
つ
つ
三
十
分
後
に
は
内

容
を
全
て
忘
れ
て
い
る
。次
回

は
「
聞
い
た
事
を
忘
れ
な
い
方

法
」
で
講
演
し
て
も
ら
お
う
。

　
大
笑
い
し
寿
命
が
一
年
伸
び

た
。渡
邊
会
長
は
十
倍
笑
わ
れ

て
た
か
ら
十
年
は
長
生
き
さ
れ

る
。会
長
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い

た
が
当
分
望
め
ま
い
。会
場
を

出
て
ゆ
く
皆
さ
ん
、
全
員
笑
顔

で
し
た
。（

文
責
　
中
嶋
大
地
）

ウ

キ

ル

ゥ

シ

ュ

　　
空山の全景空山の全景

空山広場の草刈り空山広場の草刈り

町内会長研修の様子町内会長研修の様子
菖蒲綱引き菖蒲綱引き

西郷まるごと川遊びデー西郷まるごと川遊びデー

カジカガエルとホタルを楽しむ会カジカガエルとホタルを楽しむ会
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地
区
新
年
互
礼
会

慰
霊
祭
・
偲
ぶ
会

地
区
大
運
動
会

地
区
春
期
Ｇ
Ｇ
大
会

地
区
夏
祭
り

夏
休
み
宿
題
教
室（
３
回
）

地
区
防
災
避
難
訓
練

地
区
敬
老
会

地
区
秋
期
Ｇ
Ｇ
大
会

公
民
館
祭

面
影
山
遊
歩
道

　
　
　
保
全
作
業

一
月
一
日

四
月

五
月

八
月

年
間
事
業
計
画

九
月

十
月

十
一
月

そ
れ
を
生
か
し
て
湖
山
池
南
岸
の

整
備
と
開
発
構
想
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

が
あ
る
。こ
れ
ま
で
に
六
回
の
委

員
会
を
開
き
、
湖
山
池
か
ら
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
構
想
・
町
並

み
整
備
・
秋
葉
山
の
整
備
・
空
き

家
活
用
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。又
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
吉
岡
の
新
し
い
温
泉
会

館
の
建
設
も
あ
る
。こ
れ
も
建
設
・

運
営
委
員
会
を
七
回
設
け
、
鳥
取

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
二
十

九
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
平
素
、
温
泉
町
は
よ
り
多
く
の

方
に
温
泉
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
足
湯
の
出
前
を

し
、
周
り
か
ら
慕
わ
れ
る
町
づ
く

り
を
し
て
、
再
び
鳥
取
市
の
奥
座

敷
と
し
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
こ
と

は
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
一
助
に

も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鳥
取
市
の
西
、
湖
山
池
の
南
の

地
域
を
湖
南
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
に
吉
岡
小
と
大
郷

小
の
二
小
学
校
が
一
つ
に
な
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
湖
南
小
学
校
が

出
来
た
頃
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
地
区
の
区
長
会
等
各
種
団
体

が
組
織
化
さ
れ
、
湖
南
地
区
自
治

会
が
成
立
し
た
の
は
、
つ
い
最
近

の
平
成
二
十
七
年
で
、
こ
れ
か
ら

は
、「
湖
南
は
一
つ
」
の
合
言
葉

の
下
に
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
幸
い
に
も
、
平
成
二
十
九
年
度

に
鳥
取
西
道
路
が
開
通
し
、
吉
岡

温
泉
イ
ン
タ
ー
も
出
来
る
の
で
、

樹
木
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

二
十
五
年
に
は
土
木
学
会
選
奨
土

木
遺
産
に
鳥
取
市
初
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財

産
を
何
十
年
に
も
わ
た
り
維
持
管

理
し
て
き
た
の
が
安
長
町
内
会
で

す
。
毎
年
夏
に
全
戸
参
加
し
、
東

西
に
分
か
れ
、
草
刈
機
、
鎌
、

鋸
、
剪
定
鋏
等
で
下
刈
り
、
枝
打

ち
、
倒
木
等
の
始
末
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
期
に
は
、
通
行
出
来
な
い

程
荒
れ
果
て
た
状
況
の
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
住
民
の
努
力
に
よ

り
、
現
在
の
遊
歩
道
の
姿
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
古
木
が
多
い

為
、
台
風
の
後
な
ど
に
は
多
く
の

枯
枝
等
が
落
ち
、
そ
の
都
度
近
所

の
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、

町
内
会
役
員
等
が
、
処
理
出
来
る

物
に
つ
い
て
は
行
い
、
高
所
等
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
倒
木
等
に
つ

い
て
は
、
通
行
に
危
険
の
あ
る
場

合
、
鳥
取
市
と
相
談
し
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重

な
財
産
を
守
る
為
、
安
長
住
民
は

安
長
の
宝
と
し
て
又
、
鳥
取
市
の

宝
と
し
て
今
後
も
維
持
管
理
に
努

め
、
周
辺
住
民
の
散
歩
道
と
し
て

守
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
月
頃
に
は
椿
の
花
ア
ー

ケ
ー
ド
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
是
非
見
に
来
て
い
た
だ

き
、
こ
の
土
手
を
守
っ
て
き
た
安

長
住
民
の
活
動
を
少
し
で
も
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
千
代
水
地
区
は
現
在
七
町
内
約

五
百
世
帯
で
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
一
つ
の

安
長
町
内
会
（
約
八
十
世
帯
、
二

百
五
十
人
程
）
の
特
色
あ
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
安
長
に
は
十
三
世
紀
末
に

作
ら
れ
た
土
堤
防
と
約
五
百
本
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
約
七
百
ｍ
の
ひ

と
続
き
の
樹
林
帯
と
し
て
奇
跡
的

に
残
る
、
安
長
土
手
（
嵐
ケ
鼻
土

手
と
も
言
う
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
四
年
に
は
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
が
鳥
取
市
指
定
保
存

　杜の都宮城県仙台市の 11 月 10 日、仙台国際
センターにおいて参加者 920 名が集う全国大会
が開催されました。
　オープニングは小学校合唱団の児童合唱に始
まり、第１部式典では、鈴木全国自治会連合会長
の挨拶のあと、宮城県知事と仙台市長から歓迎と
震災復興支援に対するお礼の言葉がありました。
多年にわたり住民自治の振興発展に寄与された
97 名に対して全国自治会連合会表彰が行われ、
来賓祝辞では高市総務大臣から、敬意と感謝の意
を表する旨が代読されました。大会宣言では、住
民自治のさらなる発展と未来に誇れる地域社会
の創造を目指し、目標達成に努める旨の宣言案が
満場一致で採択されました。平成 27 年秋と 28
年春の叙勲受賞者 14名が紹介されたあと、次期
開催地を代表して松浦副会長（大阪府）から歓
迎の挨拶があり第１部を終了しました。
　第２部活動発表は、全国７つのブロックから、
各テーマを掲げ特色ある活動事例が発表され、
「防災・防犯・交通安全・見守り支え合い・地域
の魅力づくり」等多岐にわたる事例で自治会の
役割の大きさを再認識しました。

　第３部交歓会では、魅力満載の郷土芸能と料理
のもてなしがあり、歓談と情報交換をし、有意義
なひとときでした。
　翌日は、仙台市内の震災対策津波タワーや震災
慰霊碑・復興メモリアル交流館・被災校舎・防
潮堤防の建設状況等の現地視察に参加。この２日
間を通じて得たことは、どこの自治会ともその活
動に真剣に取り組んで、確実に成果をあげられて
おり、大いに参考にするべきと触発されたことで
した。　

 （報告　大西隆秀）

 

奥
座
敷
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　賑
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憲
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千
代
水
地
区

か
で
、東
日
本
大
震
災
を
始
め

各
地
で
発
生
す
る
自
然
災
害

か
ら
住
民
参
加
に
よ
る
日
常

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
必
要

性
や
地
域
の
絆
の
大
切
さ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
時
　
同
じ
く
し
て
、桜
ヶ
丘

中
学
校
の
教
育
方
針
の
一
つ

と
し
て「
子
供
た
ち
の
地
域
と

の
関
わ
り
を
維
持
強
化
す
る

こ
と
で
、豊
か
な
人
間
を
育
て
る
」

が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
当
自
治
会
は
、こ
う
し
た
状
況

の
中
で
構
成
す
る
十
五
町
区
と
と

も
に「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で

良
か
っ
た
面
影
」を
目
指
し
て
、人

と
人
は
勿
論
、町
区
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
の
た
め
、各
種

団
体
に
よ
り
中
学
生
の
参
加
・
協

力
を
得
な
が
ら
、各
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
自
治
会
主
催
の
主
な
年
間
事
業

は
、表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

一
月
一
日
新
年
互
礼
会
で
新
年
を

祝
い
ス
タ
ー
ト
し
、四
月
に
戦
争

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
地
区
出
身
五

十
八
柱
の
英
霊
の
慰
霊
祭
と
偲
ぶ

会
、五
月
に
地
区
大
運
動
会
で
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
個

人
種
目
・
地
区
対
抗
種
目
で
町
区

間
ふ
れ
あ
い
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。昨
年
健
康
増
進
を
兼
ね
た
新

企
画
で
年
二
回
の
地
区
Ｇ
Ｇ
大
会

で
個
人
戦
・
町
区
対

抗
戦
を
実
施
。八
月

の
地
区
夏
祭
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
中

学
生
の「
よ
さ
こ
い

お
ど
り
」の
参
加
で

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
延
べ
二
千

　
面
影
地
域
は
、北
側
に
袋
川
・

南
側
に
大
路
川
の
両
河
川
に
挟
ま

れ
た
面
影
山
の
周
辺
に
位
置
し
て

い
る
。戦
前
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
専

業
農
家
で
、こ
の
山
を
中
心
に
田

畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
村
で

あ
っ
た
。面
影
山
は
、天
平
時
代

「
因
幡
三
山
」の
一
つ
で
、「
大
和
三

山
」の「
天
香
久
山
」に
似
て
い
る

と
し
て
、万
葉
歌
人
や
国
司
達
は
、

都
に
残
さ
れ
た
妻
子
の「
お
も
か

げ
」を
し
の
ん
だ
と
い
わ
れ
る
古
歌

が
残
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
風
光

明
媚
な
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
九
月
旧
面
影
村
を

構
成
し
て
い
た
七
町
区
で
、面
影

地
区
自
治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、面
影
山
周
辺
の
田
畑
は

宅
地
造
成
が
進
み
、各
エ
リ
ア
ご

と
に
町
内
会
を
立
ち
上
げ
八
町
区

の
町
内
会
が
加
わ
っ
て
、十
五
町

区
三
千
世
帯
・
七
千
二
百
名
の
大

規
模
自
治
会
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
始
め
と
す
る
社
会
経

済
環
境
の
急
速
な
変
化
は
、私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、住
民
の
価
値
観
や
生

活
様
式
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、地
域
社
会
に
お
け

る
連
帯
意
識
や
繋
が
り
と
い
っ
た

古
く
か
ら
の
良
き
風
習
が
希
薄
化

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
の
な

名
の
参
加
を
得
た
。今
年
の
新
企

画
で
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
三

回
の
宿
題
教
室
を
実
施
し
百
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
保
護
者
か
ら

も
喜
ば
れ
た
。九
月
に
地
区
敬
老

会
は
、今
年
一
〇
六
回
目
と
連
続

で
開
催
出
来
た
素
晴
ら
し
さ
と
、

対
象
者
の
方
々
が
楽
し
み
に
お
待

ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。十
月
に

公
民
館
祭
で
屋
内
に
絵
画
等
の
展

示
・
芸
能
披
露
・
抽
選
会
、屋
外

に
バ
ザ
ー
・
も
ち
つ
き
・
そ
ば
打

ち
の
実
演
・
試
食
、地
区
外（
佐
治
）

の
、か
せ
ぎ
集
落
か
ら
農
産
物
等

の
販
売
と
交
流
を
深
め
る
二
日
間

の
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
年
間
通
し
て
、避
難
行
動

要
支
援
者
制
度
の
推
進
活
動
・
青

パ
ト
に
よ
り
子
供
た
ち
の
下
校
に

合
わ
せ
て
、地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。今
後
各
事
業
の

充
実
を
図
り「
安
心
・
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
」ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
住
み
た
い
ま
ち・

  

住
ん
で
良
か
っ
た
面
影
」

　
　
　
　

  

を
め
ざ
し
て

  

面
影
地
区
自
治
会

 
 

会

長
　

須
崎
宏
喜

面
影
地
区

平成28年度 全国自治会連合会
宮城県仙台大会に出席して

グランドデザイン作成委員会の様子グランドデザイン作成委員会の様子千代水土手作業千代水土手作業

公民館まつりの時の足湯公民館まつりの時の足湯

　　

敬老会敬老会

夏祭り夏祭り
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西
郷
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
部

に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
人

口
は
四
百
四
十
八
世
帯
千
二
百
四

十
五
人
（
平
成
二
十
八
年
四
月
現

在
）
で
高
齢
化
率
三
十
九
％
の
中

山
間
地
域
で
す
。い
な
ば
西
郷
む

ら
づ
く
り
協
議
会
は
、
設
立
に
あ

た
っ
て
住
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
五
回（
延
二
百
六
十
五
名
参
加
）

開
催
す
る
と
と
も
に
先
進
地
の
視

察
を
実
施
し
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
に
設
立
、
会
員
は
地
域
住
民

と
活
動
に
賛
同
す
る
者
と
し
、
広

報
・
福
祉
・
文
化
・
環
境
・
農
林

の
五
部
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

窯
元
巡
り（
バ
ス
が
巡
回
）の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
区
の
魅

力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
谷
地
区
の
九
箇
所
の
町
内
会

で
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
「
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
ご
と
に
、

旧
暦
の
端
午
の
節
句
の
前
後
の
土

曜
日
、
も
し
く
は
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
本
町
区
で
は
、

綱
引
き
の
前
日
に
本
和
会
（
町
内

会
の
壮
年
部
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

綱
を
編
む
材
料
と
な
る
茅
・
蓬
・

菖
蒲
を
刈
り
に
行
く
。ま
た
各
家

庭
で
は
、
茅
・
蓬
・
菖
蒲
で
作
っ

た
束
を
屋
根
に
上
げ
る
。

　
当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
達
が
棒
や
竹
竿
を
持
ち
、
町
内

会
の
家
々
を
回
り
、
屋
根
に
上
が

っ
て
い
る
束
を
集
め
て
集
会
所
へ

持
っ
て
く
る
。集
会
所
で
は
本
和

会
が
中
心
と
な
り
、
荒
縄
を
芯
に

し
て
子
ど
も
達
が
集
め
て
き
た
束

や
、
前
日
に
刈
り
取
っ
た
物
を
織

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

西
郷
地
区
に
は
牛
の
戸
焼
・
因
州

中
井
窯
・
や
な
せ
窯
の
三
窯
元
と

木
工
芸
の
「
工
房
こ
の
か
」、
ガ
ラ

ス
工
芸
の
「
u
k
i
r
o
o
s
h
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
資
源
を
基
に
「
い

な
ば
西
郷
工
芸
の
郷
構
想
」
を
作

成
し
、「
一
般
社
団
法
人
西
郷
工

芸
の
郷
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
を
設

立
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
持

続
可
能
な
地
域
の
創
生
を
目
指
し

ま
す
。そ
の
内
容
は
①
工
芸
の
郷

拠
点
施
設
の
運
営
②
共
同
体
組
織

に
よ
る
農
業
の
活
性
化
③
既
存
施

設
や
自
然
資
源
の
利
活
用
④
老
人

福
祉
施
設
の
運
営
（
地
域
住
民
に

よ
る
地
域
の
老
人
の
介
護
）⑤
地

域
の
特
産
品
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
十
月
二
十
九
日
に

は
「
第
一
回
西
郷
工
芸
祭
り
」
を

開
催
し
、
地
元
を
は
じ
め
近
隣
の

工
芸
作
家
の
作
品
展
示
と
販
売
、

り
込
ん
で
綱
を
編
ん
で
い
く
。綱

が
編
み
上
が
る
と
子
ど
も
達
は
、

綱
の
前
側
を
男
子
、
綱
の
後
側
を

女
子
が
持
っ
て
町
内
を
回
り
、

家
々
の
前
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
こ
の
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
は
、

菖
蒲
が
「
勝
負
」「
尚
武
」
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
る
大
切
な
行
事
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
子
ど
も
達
の
人
数

が
激
減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
綱
の

長
さ
も
年
々
短
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
果
た
す
役
割

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。町
内
会
に
あ
る
組
織
を
見

直
し
、
立
て
直
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
を

守
り
育
て
て
い
く
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

　
い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
計
画

を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
、
第

二
次
計
画
を
平
成
二
十
七
年
四
月

に
作
成
し
、
西
郷
地
区
の
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
い
な
ば

西
郷
む
ら
づ
く
り
だ
よ
り
を
年
数

回
発
行
し
て
地
域
住
民
に
活
動
の

紹
介
や
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
鳥
取
市
修
立
地
区

と
の
「
ま
ち
む
ら
交
流
事
業
」、

集
落
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、

自
然
・
歴
史
的
建
造
物
や
特
徴
の

あ
る
民
家
、
創
作
作
品
を
展
示
す

る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」、「
西
郷
保
育
所
給
食
食
材
供

給
」、「
西
郷
地
区
敬
老
会
」、
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
高
山
の
「
登
山

道
整
備
（
北
村
集
落
と
の
共
同
作

業
）」、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
や

渓
流
体
験
の
「
西
郷
川
遊
び
デ

ー
」、「
河
川
美
化
活
動
」 

な
ど
の

恒
例
事
業
を
は
じ
め
、
女
性
で
構

成
す
る
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー

ム
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
の
活
動
、
協

議
会
を
母
体
と
し
た
西
郷
農
地
水

ま
も
り
隊
に
よ
る
「
多
面
的
機
能

直
接
支
払
交
付
金
事
業
（
西
郷
地

区
全
集
落
対
象
）」
な
ど
の
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
兵
円
の
あ
ま
ん
じ
ゃ

く
〜
い
な
ば
西
郷
伝
説
集
〜
」
の

発
刊
、「
中
国
地
区
自
治
会
共
同

モ
デ
ル
地
区
事
業
」、
路
線
バ
ス

の
「
み
ん
な
が
乗
り
た
く
な
る
バ

ス
の
魅
力
づ
く
り
事
業
」
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
遠
足
の
前
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

空
山
広
場
の
草
刈
り
を
し
て
登
り

や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
く
れ
ま

す
。ま
た
、
六
月
下
旬
に
は
自
治

会
、
区
長
会
で
草
刈
り
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、
空

山
は
津
ノ
井
村
時
代
か
ら
開
発
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
計
画
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
の
意
見
が
ま
と

ま
り
、
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
り
地
区
民
、
地

権
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
事
業

に
着
手
し
、
そ
の
年
の
十
一
月
に

は
完
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
空
山
農
場
と
、
果

樹
園
の
管
理
道
を
活
用
し
て
、
頂

上
付
近
の
広
場
か
ら
鳥
取
県
営
牧

場
の
上
、
風
力
発
電
風
車
が
三
基

設
置
し
て
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
全

長
八
〇
〇
ｍ
の
山
林
を
切
り
開
き

　
空
山
（
標
高
三
四
〇
ｍ
）
の
す

そ
野
に
広
が
る
津
ノ
井
地
区
は
鳥

取
市
の
南
部
に
位
置
し
、
地
区
内

に
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

工
業
高
校
、
近
隣
に
は
環
境
大

学
、
ま
た
、
津
ノ
井
駅
南
に
は
工

業
団
地
を
抱
え
国
道
二
十
九
号
線

バ
イ
パ
ス
が
通
る
鳥
取
市
の
重
点

地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

団
地
造
成
に
よ
る
新
し
い
町
区

（
集
落
）
も
生
ま
れ
、
人
口
も
増

加
中
で
す
。一
方
古
く
か
ら
の
集

落
で
は
少
子
高
齢
化
の
傾
向
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
雇
用
促
進
住
宅
団
地
を

含
め
二
十
町
区
約
千
五
百
六
十
世

帯
三
千
九
百
人
の
地
区
で
す
。津

ノ
井
地
区
の
事
業
も
慰
霊
祭
、
敬

老
会
、
納
涼
祭
、
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
他
地
域
と
同
じ
よ
う
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
行

う
津
ノ
井
小
学
校
の
全
校
生
徒
に

よ
る
空
山
遠
足
は
創
立
記
念
日
の

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
保
護
者

を
は
じ
め
地
区
住
民
も
参
加
す
る

百
二
十
年
以
上
、
今
も
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

歩
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
頂
上
か
ら
一
望
す
る
景
色
は

市
街
地
、
鳥
取
砂
丘
、
日
本
海
を

望
み
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。

　
空
山
広
場
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
守
る
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
自
治

会
、
区
長
会
、
各
種
団
体
の
有
志

約
六
十
人
が
六
月
と
十
月
、
年
二

回
の
草
刈
り
作
業
を
お
こ
な
い
ま

す
。重
労
働
で
す
が
登
山
道
が
荒

れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
維
持
管

理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
香
取
集
落
の
意
上
奴
神
社
入
り

口
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

か
ら
頂
上
の
風
車
ま
で
約
五
㎞
あ

り
ま
す
。天
気
の
良
い
日
に
弁
当

を
持
ち
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と

歩
い
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

み
ん
な
で
汗
を
か
こ
う

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

  

津
ノ
井
地
区
自
治
会

 
 

会

長　

福
田
正
美

津
ノ
井
地
区

 

人
の
輪
で

　
　伝
統
を
守
る

  

青
谷
地
区
自
治
連
合
会

 
 

会

長　

浜
江
康
雄

青
谷
地
区

 
い
な
ば
西
郷

  
む
ら
づ
く
り
協
議
会

                 

の
活
動

  

い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
協
議
会

 
 

会

長　

前
田
伸
一

河
原
地
区

　
容
姿
で
完
全
に
勝
っ
て
い
る

か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、
瞬

時
に
参
加
者
を
引
き
付
け
、
笑

い
の
中
で
感
動
も
さ
せ
る
明
穂

先
生
の
話
術
に
は
、
多
少
の
嫉

妬
心
さ
え
感
じ
る
よ
う
だ
っ

た
。七
月
十
四
日
、
わ
ら
べ
館

の
会
場
は
、
約
七
十
名
の
町
内

会
長
等
で
ビ
ッ
シ
リ
埋
っ
た
。

「
あ
な
た
の
足
腰
健
や
か
に
」

と
題
し
、
い
き
な
り
バ
タ
バ
タ

足
踏
み
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
ご
存
知
の
通
り
、「
他
の
医

者
で
ダ
メ
な
ら
明
穂
に
行
け
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
先
生
は

外
科
の
名
医
な
の
で
「
健
康
は

他
人
か
ら
貰
う
も
の
、
で
は
な

く
自
分
が
作
り
上
げ
る
も
の
」

の
言
葉
は
い
い
と
し
よ
う
。で

も
、
物
事
の
「
明
る
い
面
、
良

い
面
」
を
見
て
ゆ
く
と
長
生
き

が
出
来
る
と
か
、
自
分
の
見
方

を
変
え
る
こ
と
で
相
手
は
素
晴

し
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
、

な
ど
と
い
う
話
は
宗
教
家
の
よ

う
で
も
あ
り
、「
あ
れ
、
先
生
は

切
っ
た
張
っ
た
の
外
科
医
さ
ん

な
の
」
と
疑
い
た
く
も
な
る
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
一
度
や

二
度
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
言
う
が
、
毎
回
話
の
内
容
が

変
わ
り
、
楽
し
く
「
又
聞
き
た

い
」
と
評
判
が
い
い
。も
っ
と

も
「
感
動
し
た
、
良
か
っ
た
」

と
言
い
つ
つ
三
十
分
後
に
は
内

容
を
全
て
忘
れ
て
い
る
。次
回

は
「
聞
い
た
事
を
忘
れ
な
い
方

法
」
で
講
演
し
て
も
ら
お
う
。

　
大
笑
い
し
寿
命
が
一
年
伸
び

た
。渡
邊
会
長
は
十
倍
笑
わ
れ

て
た
か
ら
十
年
は
長
生
き
さ
れ

る
。会
長
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い

た
が
当
分
望
め
ま
い
。会
場
を

出
て
ゆ
く
皆
さ
ん
、
全
員
笑
顔

で
し
た
。（

文
責
　
中
嶋
大
地
）

ウ

キ

ル

ゥ

シ

ュ

　　
空山の全景空山の全景

空山広場の草刈り空山広場の草刈り

町内会長研修の様子町内会長研修の様子
菖蒲綱引き菖蒲綱引き

西郷まるごと川遊びデー西郷まるごと川遊びデー

カジカガエルとホタルを楽しむ会カジカガエルとホタルを楽しむ会

自治連だより　2017.1.発行 自治連だより　2017.1.発行
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地
区
新
年
互
礼
会

慰
霊
祭
・
偲
ぶ
会

地
区
大
運
動
会

地
区
春
期
Ｇ
Ｇ
大
会

地
区
夏
祭
り

夏
休
み
宿
題
教
室（
３
回
）

地
区
防
災
避
難
訓
練

地
区
敬
老
会

地
区
秋
期
Ｇ
Ｇ
大
会

公
民
館
祭

面
影
山
遊
歩
道

　
　
　
保
全
作
業

一
月
一
日

四
月

五
月

八
月

年
間
事
業
計
画

九
月

十
月

十
一
月

そ
れ
を
生
か
し
て
湖
山
池
南
岸
の

整
備
と
開
発
構
想
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

が
あ
る
。こ
れ
ま
で
に
六
回
の
委

員
会
を
開
き
、
湖
山
池
か
ら
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
構
想
・
町
並

み
整
備
・
秋
葉
山
の
整
備
・
空
き

家
活
用
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。又
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
吉
岡
の
新
し
い
温
泉
会

館
の
建
設
も
あ
る
。こ
れ
も
建
設
・

運
営
委
員
会
を
七
回
設
け
、
鳥
取

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
二
十

九
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
平
素
、
温
泉
町
は
よ
り
多
く
の

方
に
温
泉
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
足
湯
の
出
前
を

し
、
周
り
か
ら
慕
わ
れ
る
町
づ
く

り
を
し
て
、
再
び
鳥
取
市
の
奥
座

敷
と
し
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
こ
と

は
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
一
助
に

も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鳥
取
市
の
西
、
湖
山
池
の
南
の

地
域
を
湖
南
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
に
吉
岡
小
と
大
郷

小
の
二
小
学
校
が
一
つ
に
な
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
湖
南
小
学
校
が

出
来
た
頃
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
地
区
の
区
長
会
等
各
種
団
体

が
組
織
化
さ
れ
、
湖
南
地
区
自
治

会
が
成
立
し
た
の
は
、
つ
い
最
近

の
平
成
二
十
七
年
で
、
こ
れ
か
ら

は
、「
湖
南
は
一
つ
」
の
合
言
葉

の
下
に
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
幸
い
に
も
、
平
成
二
十
九
年
度

に
鳥
取
西
道
路
が
開
通
し
、
吉
岡

温
泉
イ
ン
タ
ー
も
出
来
る
の
で
、

樹
木
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

二
十
五
年
に
は
土
木
学
会
選
奨
土

木
遺
産
に
鳥
取
市
初
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財

産
を
何
十
年
に
も
わ
た
り
維
持
管

理
し
て
き
た
の
が
安
長
町
内
会
で

す
。
毎
年
夏
に
全
戸
参
加
し
、
東

西
に
分
か
れ
、
草
刈
機
、
鎌
、

鋸
、
剪
定
鋏
等
で
下
刈
り
、
枝
打

ち
、
倒
木
等
の
始
末
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
期
に
は
、
通
行
出
来
な
い

程
荒
れ
果
て
た
状
況
の
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
住
民
の
努
力
に
よ

り
、
現
在
の
遊
歩
道
の
姿
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
古
木
が
多
い

為
、
台
風
の
後
な
ど
に
は
多
く
の

枯
枝
等
が
落
ち
、
そ
の
都
度
近
所

の
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、

町
内
会
役
員
等
が
、
処
理
出
来
る

物
に
つ
い
て
は
行
い
、
高
所
等
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
倒
木
等
に
つ

い
て
は
、
通
行
に
危
険
の
あ
る
場

合
、
鳥
取
市
と
相
談
し
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重

な
財
産
を
守
る
為
、
安
長
住
民
は

安
長
の
宝
と
し
て
又
、
鳥
取
市
の

宝
と
し
て
今
後
も
維
持
管
理
に
努

め
、
周
辺
住
民
の
散
歩
道
と
し
て

守
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
月
頃
に
は
椿
の
花
ア
ー

ケ
ー
ド
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
是
非
見
に
来
て
い
た
だ

き
、
こ
の
土
手
を
守
っ
て
き
た
安

長
住
民
の
活
動
を
少
し
で
も
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
千
代
水
地
区
は
現
在
七
町
内
約

五
百
世
帯
で
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
一
つ
の

安
長
町
内
会
（
約
八
十
世
帯
、
二

百
五
十
人
程
）
の
特
色
あ
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
安
長
に
は
十
三
世
紀
末
に

作
ら
れ
た
土
堤
防
と
約
五
百
本
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
約
七
百
ｍ
の
ひ

と
続
き
の
樹
林
帯
と
し
て
奇
跡
的

に
残
る
、
安
長
土
手
（
嵐
ケ
鼻
土

手
と
も
言
う
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
四
年
に
は
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
が
鳥
取
市
指
定
保
存

　杜の都宮城県仙台市の 11 月 10 日、仙台国際
センターにおいて参加者 920 名が集う全国大会
が開催されました。
　オープニングは小学校合唱団の児童合唱に始
まり、第１部式典では、鈴木全国自治会連合会長
の挨拶のあと、宮城県知事と仙台市長から歓迎と
震災復興支援に対するお礼の言葉がありました。
多年にわたり住民自治の振興発展に寄与された
97 名に対して全国自治会連合会表彰が行われ、
来賓祝辞では高市総務大臣から、敬意と感謝の意
を表する旨が代読されました。大会宣言では、住
民自治のさらなる発展と未来に誇れる地域社会
の創造を目指し、目標達成に努める旨の宣言案が
満場一致で採択されました。平成 27 年秋と 28
年春の叙勲受賞者 14名が紹介されたあと、次期
開催地を代表して松浦副会長（大阪府）から歓
迎の挨拶があり第１部を終了しました。
　第２部活動発表は、全国７つのブロックから、
各テーマを掲げ特色ある活動事例が発表され、
「防災・防犯・交通安全・見守り支え合い・地域
の魅力づくり」等多岐にわたる事例で自治会の
役割の大きさを再認識しました。

　第３部交歓会では、魅力満載の郷土芸能と料理
のもてなしがあり、歓談と情報交換をし、有意義
なひとときでした。
　翌日は、仙台市内の震災対策津波タワーや震災
慰霊碑・復興メモリアル交流館・被災校舎・防
潮堤防の建設状況等の現地視察に参加。この２日
間を通じて得たことは、どこの自治会ともその活
動に真剣に取り組んで、確実に成果をあげられて
おり、大いに参考にするべきと触発されたことで
した。　

 （報告　大西隆秀）

 
奥
座
敷
と
し
て
の

　
　賑
わ
い
を
再
び

 

　湖
南
地
区
自
治
会

　

 
 

　
　山
本
憲
二
郎

湖
南
地
区

 

地
区
の
宝
の
維
持

    

管
理
活
動
に
つ
い
て

  

千
代
水
地
区
自
治
会

 
 

会

長
　

西
尾
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郎

千
代
水
地
区

か
で
、東
日
本
大
震
災
を
始
め

各
地
で
発
生
す
る
自
然
災
害

か
ら
住
民
参
加
に
よ
る
日
常

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
必
要

性
や
地
域
の
絆
の
大
切
さ
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

　
時
　
同
じ
く
し
て
、桜
ヶ
丘

中
学
校
の
教
育
方
針
の
一
つ

と
し
て「
子
供
た
ち
の
地
域
と

の
関
わ
り
を
維
持
強
化
す
る

こ
と
で
、豊
か
な
人
間
を
育
て
る
」

が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
当
自
治
会
は
、こ
う
し
た
状
況

の
中
で
構
成
す
る
十
五
町
区
と
と

も
に「
住
み
た
い
ま
ち
・
住
ん
で

良
か
っ
た
面
影
」を
目
指
し
て
、人

と
人
は
勿
論
、町
区
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
の
た
め
、各
種

団
体
に
よ
り
中
学
生
の
参
加
・
協

力
を
得
な
が
ら
、各
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　
自
治
会
主
催
の
主
な
年
間
事
業

は
、表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、

一
月
一
日
新
年
互
礼
会
で
新
年
を

祝
い
ス
タ
ー
ト
し
、四
月
に
戦
争

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
地
区
出
身
五

十
八
柱
の
英
霊
の
慰
霊
祭
と
偲
ぶ

会
、五
月
に
地
区
大
運
動
会
で
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
個

人
種
目
・
地
区
対
抗
種
目
で
町
区

間
ふ
れ
あ
い
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。昨
年
健
康
増
進
を
兼
ね
た
新

企
画
で
年
二
回
の
地
区
Ｇ
Ｇ
大
会

で
個
人
戦
・
町
区
対

抗
戦
を
実
施
。八
月

の
地
区
夏
祭
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
中

学
生
の「
よ
さ
こ
い

お
ど
り
」の
参
加
で

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
延
べ
二
千

　
面
影
地
域
は
、北
側
に
袋
川
・

南
側
に
大
路
川
の
両
河
川
に
挟
ま

れ
た
面
影
山
の
周
辺
に
位
置
し
て

い
る
。戦
前
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
専

業
農
家
で
、こ
の
山
を
中
心
に
田

畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
村
で

あ
っ
た
。面
影
山
は
、天
平
時
代

「
因
幡
三
山
」の
一
つ
で
、「
大
和
三

山
」の「
天
香
久
山
」に
似
て
い
る

と
し
て
、万
葉
歌
人
や
国
司
達
は
、

都
に
残
さ
れ
た
妻
子
の「
お
も
か

げ
」を
し
の
ん
だ
と
い
わ
れ
る
古
歌

が
残
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
風
光

明
媚
な
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
九
月
旧
面
影
村
を

構
成
し
て
い
た
七
町
区
で
、面
影

地
区
自
治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、面
影
山
周
辺
の
田
畑
は

宅
地
造
成
が
進
み
、各
エ
リ
ア
ご

と
に
町
内
会
を
立
ち
上
げ
八
町
区

の
町
内
会
が
加
わ
っ
て
、十
五
町

区
三
千
世
帯
・
七
千
二
百
名
の
大

規
模
自
治
会
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
始
め
と
す
る
社
会
経

済
環
境
の
急
速
な
変
化
は
、私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、住
民
の
価
値
観
や
生

活
様
式
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、地
域
社
会
に
お
け

る
連
帯
意
識
や
繋
が
り
と
い
っ
た

古
く
か
ら
の
良
き
風
習
が
希
薄
化

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
の
な

名
の
参
加
を
得
た
。今
年
の
新
企

画
で
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
三

回
の
宿
題
教
室
を
実
施
し
百
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
保
護
者
か
ら

も
喜
ば
れ
た
。九
月
に
地
区
敬
老

会
は
、今
年
一
〇
六
回
目
と
連
続

で
開
催
出
来
た
素
晴
ら
し
さ
と
、

対
象
者
の
方
々
が
楽
し
み
に
お
待

ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。十
月
に

公
民
館
祭
で
屋
内
に
絵
画
等
の
展

示
・
芸
能
披
露
・
抽
選
会
、屋
外

に
バ
ザ
ー
・
も
ち
つ
き
・
そ
ば
打

ち
の
実
演
・
試
食
、地
区
外（
佐
治
）

の
、か
せ
ぎ
集
落
か
ら
農
産
物
等

の
販
売
と
交
流
を
深
め
る
二
日
間

の
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
年
間
通
し
て
、避
難
行
動

要
支
援
者
制
度
の
推
進
活
動
・
青

パ
ト
に
よ
り
子
供
た
ち
の
下
校
に

合
わ
せ
て
、地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。今
後
各
事
業
の

充
実
を
図
り「
安
心
・
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
」ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
住
み
た
い
ま
ち・

  

住
ん
で
良
か
っ
た
面
影
」

　
　
　
　

  

を
め
ざ
し
て

  

面
影
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会

長
　

須
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宏
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面
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平成28年度 全国自治会連合会
宮城県仙台大会に出席して

グランドデザイン作成委員会の様子グランドデザイン作成委員会の様子千代水土手作業千代水土手作業

公民館まつりの時の足湯公民館まつりの時の足湯

　　

敬老会敬老会

夏祭り夏祭り
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Ｇ
Ｇ
大
会

地
区
夏
祭
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夏
休
み
宿
題
教
室（
３
回
）

地
区
防
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避
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訓
練

地
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敬
老
会

地
区
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Ｇ
Ｇ
大
会

公
民
館
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面
影
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遊
歩
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保
全
作
業

一
月
一
日

四
月

五
月

八
月

年
間
事
業
計
画

九
月

十
月

十
一
月

そ
れ
を
生
か
し
て
湖
山
池
南
岸
の

整
備
と
開
発
構
想
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成

が
あ
る
。こ
れ
ま
で
に
六
回
の
委

員
会
を
開
き
、
湖
山
池
か
ら
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
構
想
・
町
並

み
整
備
・
秋
葉
山
の
整
備
・
空
き

家
活
用
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち

上
げ
な
ど
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。又
、
そ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
吉
岡
の
新
し
い
温
泉
会

館
の
建
設
も
あ
る
。こ
れ
も
建
設
・

運
営
委
員
会
を
七
回
設
け
、
鳥
取

市
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
二
十

九
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

　
平
素
、
温
泉
町
は
よ
り
多
く
の

方
に
温
泉
の
恵
み
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
足
湯
の
出
前
を

し
、
周
り
か
ら
慕
わ
れ
る
町
づ
く

り
を
し
て
、
再
び
鳥
取
市
の
奥
座

敷
と
し
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。こ
の
こ
と

は
鳥
取
県
の
地
方
創
生
の
一
助
に

も
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
鳥
取
市
の
西
、
湖
山
池
の
南
の

地
域
を
湖
南
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
に
吉
岡
小
と
大
郷

小
の
二
小
学
校
が
一
つ
に
な
り
、

昭
和
三
十
三
年
に
湖
南
小
学
校
が

出
来
た
頃
か
ら
で
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
地
区
の
区
長
会
等
各
種
団
体

が
組
織
化
さ
れ
、
湖
南
地
区
自
治

会
が
成
立
し
た
の
は
、
つ
い
最
近

の
平
成
二
十
七
年
で
、
こ
れ
か
ら

は
、「
湖
南
は
一
つ
」
の
合
言
葉

の
下
に
力
を
合
わ
せ
、
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
幸
い
に
も
、
平
成
二
十
九
年
度

に
鳥
取
西
道
路
が
開
通
し
、
吉
岡

温
泉
イ
ン
タ
ー
も
出
来
る
の
で
、

樹
木
に
指
定
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

二
十
五
年
に
は
土
木
学
会
選
奨
土

木
遺
産
に
鳥
取
市
初
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
財

産
を
何
十
年
に
も
わ
た
り
維
持
管

理
し
て
き
た
の
が
安
長
町
内
会
で

す
。
毎
年
夏
に
全
戸
参
加
し
、
東

西
に
分
か
れ
、
草
刈
機
、
鎌
、

鋸
、
剪
定
鋏
等
で
下
刈
り
、
枝
打

ち
、
倒
木
等
の
始
末
の
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
時
期
に
は
、
通
行
出
来
な
い

程
荒
れ
果
て
た
状
況
の
時
も
あ
り

ま
し
た
が
、
住
民
の
努
力
に
よ

り
、
現
在
の
遊
歩
道
の
姿
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
古
木
が
多
い

為
、
台
風
の
後
な
ど
に
は
多
く
の

枯
枝
等
が
落
ち
、
そ
の
都
度
近
所

の
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、

町
内
会
役
員
等
が
、
処
理
出
来
る

物
に
つ
い
て
は
行
い
、
高
所
等
に

引
っ
か
か
っ
て
い
る
倒
木
等
に
つ

い
て
は
、
通
行
に
危
険
の
あ
る
場

合
、
鳥
取
市
と
相
談
し
対
応
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重

な
財
産
を
守
る
為
、
安
長
住
民
は

安
長
の
宝
と
し
て
又
、
鳥
取
市
の

宝
と
し
て
今
後
も
維
持
管
理
に
努

め
、
周
辺
住
民
の
散
歩
道
と
し
て

守
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
四
月
頃
に
は
椿
の
花
ア
ー

ケ
ー
ド
が
見
ら
れ
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
是
非
見
に
来
て
い
た
だ

き
、
こ
の
土
手
を
守
っ
て
き
た
安

長
住
民
の
活
動
を
少
し
で
も
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
千
代
水
地
区
は
現
在
七
町
内
約

五
百
世
帯
で
自
治
会
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
の
一
つ
の

安
長
町
内
会
（
約
八
十
世
帯
、
二

百
五
十
人
程
）
の
特
色
あ
る
活
動

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
安
長
に
は
十
三
世
紀
末
に

作
ら
れ
た
土
堤
防
と
約
五
百
本
の

樹
木
に
囲
ま
れ
た
約
七
百
ｍ
の
ひ

と
続
き
の
樹
林
帯
と
し
て
奇
跡
的

に
残
る
、
安
長
土
手
（
嵐
ケ
鼻
土

手
と
も
言
う
）
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
四
年
に
は
タ
ブ
ノ
キ
、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
等
が
鳥
取
市
指
定
保
存

　杜の都宮城県仙台市の 11 月 10 日、仙台国際
センターにおいて参加者 920 名が集う全国大会
が開催されました。
　オープニングは小学校合唱団の児童合唱に始
まり、第１部式典では、鈴木全国自治会連合会長
の挨拶のあと、宮城県知事と仙台市長から歓迎と
震災復興支援に対するお礼の言葉がありました。
多年にわたり住民自治の振興発展に寄与された
97 名に対して全国自治会連合会表彰が行われ、
来賓祝辞では高市総務大臣から、敬意と感謝の意
を表する旨が代読されました。大会宣言では、住
民自治のさらなる発展と未来に誇れる地域社会
の創造を目指し、目標達成に努める旨の宣言案が
満場一致で採択されました。平成 27 年秋と 28
年春の叙勲受賞者 14名が紹介されたあと、次期
開催地を代表して松浦副会長（大阪府）から歓
迎の挨拶があり第１部を終了しました。
　第２部活動発表は、全国７つのブロックから、
各テーマを掲げ特色ある活動事例が発表され、
「防災・防犯・交通安全・見守り支え合い・地域
の魅力づくり」等多岐にわたる事例で自治会の
役割の大きさを再認識しました。

　第３部交歓会では、魅力満載の郷土芸能と料理
のもてなしがあり、歓談と情報交換をし、有意義
なひとときでした。
　翌日は、仙台市内の震災対策津波タワーや震災
慰霊碑・復興メモリアル交流館・被災校舎・防
潮堤防の建設状況等の現地視察に参加。この２日
間を通じて得たことは、どこの自治会ともその活
動に真剣に取り組んで、確実に成果をあげられて
おり、大いに参考にするべきと触発されたことで
した。　

 （報告　大西隆秀）
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た
地
区
出
身
五

十
八
柱
の
英
霊
の
慰
霊
祭
と
偲
ぶ

会
、五
月
に
地
区
大
運
動
会
で
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
個

人
種
目
・
地
区
対
抗
種
目
で
町
区

間
ふ
れ
あ
い
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。昨
年
健
康
増
進
を
兼
ね
た
新

企
画
で
年
二
回
の
地
区
Ｇ
Ｇ
大
会

で
個
人
戦
・
町
区
対

抗
戦
を
実
施
。八
月

の
地
区
夏
祭
り
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
中

学
生
の「
よ
さ
こ
い

お
ど
り
」の
参
加
で

例
年
以
上
の
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
延
べ
二
千

　
面
影
地
域
は
、北
側
に
袋
川
・

南
側
に
大
路
川
の
両
河
川
に
挟
ま

れ
た
面
影
山
の
周
辺
に
位
置
し
て

い
る
。戦
前
よ
り
ほ
と
ん
ど
が
専

業
農
家
で
、こ
の
山
を
中
心
に
田

畑
が
広
が
る
自
然
豊
か
な
山
村
で

あ
っ
た
。面
影
山
は
、天
平
時
代

「
因
幡
三
山
」の
一
つ
で
、「
大
和
三

山
」の「
天
香
久
山
」に
似
て
い
る

と
し
て
、万
葉
歌
人
や
国
司
達
は
、

都
に
残
さ
れ
た
妻
子
の「
お
も
か

げ
」を
し
の
ん
だ
と
い
わ
れ
る
古
歌

が
残
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
風
光

明
媚
な
地
域
で
あ
る
。

　
昭
和
三
十
年
九
月
旧
面
影
村
を

構
成
し
て
い
た
七
町
区
で
、面
影

地
区
自
治
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、面
影
山
周
辺
の
田
畑
は

宅
地
造
成
が
進
み
、各
エ
リ
ア
ご

と
に
町
内
会
を
立
ち
上
げ
八
町
区

の
町
内
会
が
加
わ
っ
て
、十
五
町

区
三
千
世
帯
・
七
千
二
百
名
の
大

規
模
自
治
会
に
至
っ
て
い
る
。

　
近
年
の
核
家
族
化
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
を
始
め
と
す
る
社
会
経

済
環
境
の
急
速
な
変
化
は
、私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、住
民
の
価
値
観
や
生

活
様
式
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
に
伴
い
、地
域
社
会
に
お
け

る
連
帯
意
識
や
繋
が
り
と
い
っ
た

古
く
か
ら
の
良
き
風
習
が
希
薄
化

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
環
境
の
な

名
の
参
加
を
得
た
。今
年
の
新
企

画
で
小
学
生
の
夏
休
み
期
間
中
三

回
の
宿
題
教
室
を
実
施
し
百
名
近

く
の
参
加
者
が
あ
り
保
護
者
か
ら

も
喜
ば
れ
た
。九
月
に
地
区
敬
老

会
は
、今
年
一
〇
六
回
目
と
連
続

で
開
催
出
来
た
素
晴
ら
し
さ
と
、

対
象
者
の
方
々
が
楽
し
み
に
お
待

ち
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。十
月
に

公
民
館
祭
で
屋
内
に
絵
画
等
の
展

示
・
芸
能
披
露
・
抽
選
会
、屋
外

に
バ
ザ
ー
・
も
ち
つ
き
・
そ
ば
打

ち
の
実
演
・
試
食
、地
区
外（
佐
治
）

の
、か
せ
ぎ
集
落
か
ら
農
産
物
等

の
販
売
と
交
流
を
深
め
る
二
日
間

の
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
年
間
通
し
て
、避
難
行
動

要
支
援
者
制
度
の
推
進
活
動
・
青

パ
ト
に
よ
り
子
供
た
ち
の
下
校
に

合
わ
せ
て
、地
区
内
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
っ
て
い
る
。今
後
各
事
業
の

充
実
を
図
り「
安
心
・
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
」ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

「
住
み
た
い
ま
ち・

  

住
ん
で
良
か
っ
た
面
影
」

　
　
　
　

  

を
め
ざ
し
て

  

面
影
地
区
自
治
会

 
 

会

長
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崎
宏
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西
郷
地
区
は
、
鳥
取
市
の
南
部

に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
人

口
は
四
百
四
十
八
世
帯
千
二
百
四

十
五
人
（
平
成
二
十
八
年
四
月
現

在
）
で
高
齢
化
率
三
十
九
％
の
中

山
間
地
域
で
す
。い
な
ば
西
郷
む

ら
づ
く
り
協
議
会
は
、
設
立
に
あ

た
っ
て
住
民
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
五
回（
延
二
百
六
十
五
名
参
加
）

開
催
す
る
と
と
も
に
先
進
地
の
視

察
を
実
施
し
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
に
設
立
、
会
員
は
地
域
住
民

と
活
動
に
賛
同
す
る
者
と
し
、
広

報
・
福
祉
・
文
化
・
環
境
・
農
林

の
五
部
会
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

窯
元
巡
り（
バ
ス
が
巡
回
）の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
地
区
の
魅

力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
青
谷
地
区
の
九
箇
所
の
町
内
会

で
は
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
「
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
ご
と
に
、

旧
暦
の
端
午
の
節
句
の
前
後
の
土

曜
日
、
も
し
く
は
日
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
私
が
住
ん
で
い
る
本
町
区
で
は
、

綱
引
き
の
前
日
に
本
和
会
（
町
内

会
の
壮
年
部
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

綱
を
編
む
材
料
と
な
る
茅
・
蓬
・

菖
蒲
を
刈
り
に
行
く
。ま
た
各
家

庭
で
は
、
茅
・
蓬
・
菖
蒲
で
作
っ

た
束
を
屋
根
に
上
げ
る
。

　
当
日
は
、
小
・
中
学
校
の
子
ど

も
達
が
棒
や
竹
竿
を
持
ち
、
町
内

会
の
家
々
を
回
り
、
屋
根
に
上
が

っ
て
い
る
束
を
集
め
て
集
会
所
へ

持
っ
て
く
る
。集
会
所
で
は
本
和

会
が
中
心
と
な
り
、
荒
縄
を
芯
に

し
て
子
ど
も
達
が
集
め
て
き
た
束

や
、
前
日
に
刈
り
取
っ
た
物
を
織

　
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

西
郷
地
区
に
は
牛
の
戸
焼
・
因
州

中
井
窯
・
や
な
せ
窯
の
三
窯
元
と

木
工
芸
の
「
工
房
こ
の
か
」、
ガ
ラ

ス
工
芸
の
「
u
k
i
r
o
o
s
h
」が

あ
り
ま
す
。こ
の
資
源
を
基
に
「
い

な
ば
西
郷
工
芸
の
郷
構
想
」
を
作

成
し
、「
一
般
社
団
法
人
西
郷
工

芸
の
郷
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
を
設

立
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
持

続
可
能
な
地
域
の
創
生
を
目
指
し

ま
す
。そ
の
内
容
は
①
工
芸
の
郷

拠
点
施
設
の
運
営
②
共
同
体
組
織

に
よ
る
農
業
の
活
性
化
③
既
存
施

設
や
自
然
資
源
の
利
活
用
④
老
人

福
祉
施
設
の
運
営
（
地
域
住
民
に

よ
る
地
域
の
老
人
の
介
護
）⑤
地

域
の
特
産
品
の
開
発
・
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
本
年
十
月
二
十
九
日
に

は
「
第
一
回
西
郷
工
芸
祭
り
」
を

開
催
し
、
地
元
を
は
じ
め
近
隣
の

工
芸
作
家
の
作
品
展
示
と
販
売
、

り
込
ん
で
綱
を
編
ん
で
い
く
。綱

が
編
み
上
が
る
と
子
ど
も
達
は
、

綱
の
前
側
を
男
子
、
綱
の
後
側
を

女
子
が
持
っ
て
町
内
を
回
り
、

家
々
の
前
で
綱
引
き
を
行
う
。

　
こ
の
因
幡
の
菖
蒲
綱
引
き
は
、

菖
蒲
が
「
勝
負
」「
尚
武
」
に
つ
な

が
り
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成

長
を
祈
る
大
切
な
行
事
で
あ
る
。

し
か
し
近
年
、
子
ど
も
達
の
人
数

が
激
減
し
、
そ
れ
と
と
も
に
綱
の

長
さ
も
年
々
短
く
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
が
進
め
ば
進
む
ほ

ど
、
一
人
ひ
と
り
の
果
た
す
役
割

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考

え
る
。町
内
会
に
あ
る
組
織
を
見

直
し
、
立
て
直
し
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
文
化
を

守
り
育
て
て
い
く
原
動
力
に
な
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

楽
し
か
っ
た
町
内
会
長
研
修
会

　
い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
計
画

を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
に
、
第

二
次
計
画
を
平
成
二
十
七
年
四
月

に
作
成
し
、
西
郷
地
区
の
全
世
帯

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
い
な
ば

西
郷
む
ら
づ
く
り
だ
よ
り
を
年
数

回
発
行
し
て
地
域
住
民
に
活
動
の

紹
介
や
報
告
を
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
事
業
は
鳥
取
市
修
立
地
区

と
の
「
ま
ち
む
ら
交
流
事
業
」、

集
落
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、

自
然
・
歴
史
的
建
造
物
や
特
徴
の

あ
る
民
家
、
創
作
作
品
を
展
示
す

る
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
っ
ち
こ
っ

ち
」、「
西
郷
保
育
所
給
食
食
材
供

給
」、「
西
郷
地
区
敬
老
会
」、
地
区

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
高
山
の
「
登
山

道
整
備
（
北
村
集
落
と
の
共
同
作

業
）」、
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り
や

渓
流
体
験
の
「
西
郷
川
遊
び
デ

ー
」、「
河
川
美
化
活
動
」 

な
ど
の

恒
例
事
業
を
は
じ
め
、
女
性
で
構

成
す
る
踊
り
の
サ
ー
ク
ル
「
チ
ー

ム
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
」
の
活
動
、
協

議
会
を
母
体
と
し
た
西
郷
農
地
水

ま
も
り
隊
に
よ
る
「
多
面
的
機
能

直
接
支
払
交
付
金
事
業
（
西
郷
地

区
全
集
落
対
象
）」
な
ど
の
事
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
兵
円
の
あ
ま
ん
じ
ゃ

く
〜
い
な
ば
西
郷
伝
説
集
〜
」
の

発
刊
、「
中
国
地
区
自
治
会
共
同

モ
デ
ル
地
区
事
業
」、
路
線
バ
ス

の
「
み
ん
な
が
乗
り
た
く
な
る
バ

ス
の
魅
力
づ
く
り
事
業
」
な
ど
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
遠
足
の
前
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

空
山
広
場
の
草
刈
り
を
し
て
登
り

や
す
い
よ
う
に
整
備
し
て
く
れ
ま

す
。ま
た
、
六
月
下
旬
に
は
自
治

会
、
区
長
会
で
草
刈
り
作
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
、
空

山
は
津
ノ
井
村
時
代
か
ら
開
発
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十

五
年
度
の
事
業
計
画
で
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ロ
ー
ド
整
備
の
意
見
が
ま
と

ま
り
、
自
治
会
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
り
地
区
民
、
地

権
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
事
業

に
着
手
し
、
そ
の
年
の
十
一
月
に

は
完
成
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
空
山
農
場
と
、
果

樹
園
の
管
理
道
を
活
用
し
て
、
頂

上
付
近
の
広
場
か
ら
鳥
取
県
営
牧

場
の
上
、
風
力
発
電
風
車
が
三
基

設
置
し
て
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
全

長
八
〇
〇
ｍ
の
山
林
を
切
り
開
き

　
空
山
（
標
高
三
四
〇
ｍ
）
の
す

そ
野
に
広
が
る
津
ノ
井
地
区
は
鳥

取
市
の
南
部
に
位
置
し
、
地
区
内

に
は
保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、

工
業
高
校
、
近
隣
に
は
環
境
大

学
、
ま
た
、
津
ノ
井
駅
南
に
は
工

業
団
地
を
抱
え
国
道
二
十
九
号
線

バ
イ
パ
ス
が
通
る
鳥
取
市
の
重
点

地
区
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

団
地
造
成
に
よ
る
新
し
い
町
区

（
集
落
）
も
生
ま
れ
、
人
口
も
増

加
中
で
す
。一
方
古
く
か
ら
の
集

落
で
は
少
子
高
齢
化
の
傾
向
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
雇
用
促
進
住
宅
団
地
を

含
め
二
十
町
区
約
千
五
百
六
十
世

帯
三
千
九
百
人
の
地
区
で
す
。津

ノ
井
地
区
の
事
業
も
慰
霊
祭
、
敬

老
会
、
納
涼
祭
、
運
動
会
や
文
化

祭
な
ど
他
地
域
と
同
じ
よ
う
な
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
春
に
行

う
津
ノ
井
小
学
校
の
全
校
生
徒
に

よ
る
空
山
遠
足
は
創
立
記
念
日
の

四
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
保
護
者

を
は
じ
め
地
区
住
民
も
参
加
す
る

百
二
十
年
以
上
、
今
も
続
く
伝
統

行
事
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に

歩
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。

　
あ
れ
か
ら
三
年
経
過
し
ま
し
た

が
、
頂
上
か
ら
一
望
す
る
景
色
は

市
街
地
、
鳥
取
砂
丘
、
日
本
海
を

望
み
素
晴
ら
し
い
眺
め
で
す
。

　
空
山
広
場
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
を
守
る
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
自
治

会
、
区
長
会
、
各
種
団
体
の
有
志

約
六
十
人
が
六
月
と
十
月
、
年
二

回
の
草
刈
り
作
業
を
お
こ
な
い
ま

す
。重
労
働
で
す
が
登
山
道
が
荒

れ
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
維
持
管

理
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
香
取
集
落
の
意
上
奴
神
社
入
り

口
に
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。そ
こ

か
ら
頂
上
の
風
車
ま
で
約
五
㎞
あ

り
ま
す
。天
気
の
良
い
日
に
弁
当

を
持
ち
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と

歩
い
て
み
る
の
も
気
分
転
換
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
み
ん
な
で
汗
を
か
こ
う

　
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

  

津
ノ
井
地
区
自
治
会

 
 

会

長　

福
田
正
美

津
ノ
井
地
区

 

人
の
輪
で

　
　伝
統
を
守
る

  

青
谷
地
区
自
治
連
合
会

 
 

会

長　

浜
江
康
雄

青
谷
地
区

 

い
な
ば
西
郷

  

む
ら
づ
く
り
協
議
会

                 

の
活
動

  

い
な
ば
西
郷
む
ら
づ
く
り
協
議
会

 
 

会

長　

前
田
伸
一

河
原
地
区

　
容
姿
で
完
全
に
勝
っ
て
い
る

か
ら
い
い
よ
う
な
も
の
の
、
瞬

時
に
参
加
者
を
引
き
付
け
、
笑

い
の
中
で
感
動
も
さ
せ
る
明
穂

先
生
の
話
術
に
は
、
多
少
の
嫉

妬
心
さ
え
感
じ
る
よ
う
だ
っ

た
。七
月
十
四
日
、
わ
ら
べ
館

の
会
場
は
、
約
七
十
名
の
町
内

会
長
等
で
ビ
ッ
シ
リ
埋
っ
た
。

「
あ
な
た
の
足
腰
健
や
か
に
」

と
題
し
、
い
き
な
り
バ
タ
バ
タ

足
踏
み
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。

　
ご
存
知
の
通
り
、「
他
の
医

者
で
ダ
メ
な
ら
明
穂
に
行
け
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、
先
生
は

外
科
の
名
医
な
の
で
「
健
康
は

他
人
か
ら
貰
う
も
の
、
で
は
な

く
自
分
が
作
り
上
げ
る
も
の
」

の
言
葉
は
い
い
と
し
よ
う
。で

も
、
物
事
の
「
明
る
い
面
、
良

い
面
」
を
見
て
ゆ
く
と
長
生
き

が
出
来
る
と
か
、
自
分
の
見
方

を
変
え
る
こ
と
で
相
手
は
素
晴

し
い
人
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
、

な
ど
と
い
う
話
は
宗
教
家
の
よ

う
で
も
あ
り
、「
あ
れ
、
先
生
は

切
っ
た
張
っ
た
の
外
科
医
さ
ん

な
の
」
と
疑
い
た
く
も
な
る
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
一
度
や

二
度
先
生
の
話
を
聞
い
て
い
る

と
言
う
が
、
毎
回
話
の
内
容
が

変
わ
り
、
楽
し
く
「
又
聞
き
た

い
」
と
評
判
が
い
い
。も
っ
と

も
「
感
動
し
た
、
良
か
っ
た
」

と
言
い
つ
つ
三
十
分
後
に
は
内

容
を
全
て
忘
れ
て
い
る
。次
回

は
「
聞
い
た
事
を
忘
れ
な
い
方

法
」
で
講
演
し
て
も
ら
お
う
。

　
大
笑
い
し
寿
命
が
一
年
伸
び

た
。渡
邊
会
長
は
十
倍
笑
わ
れ

て
た
か
ら
十
年
は
長
生
き
さ
れ

る
。会
長
ポ
ス
ト
を
狙
っ
て
い

た
が
当
分
望
め
ま
い
。会
場
を

出
て
ゆ
く
皆
さ
ん
、
全
員
笑
顔

で
し
た
。（

文
責
　
中
嶋
大
地
）

ウ

キ

ル

ゥ

シ

ュ

　　
空山の全景空山の全景

空山広場の草刈り空山広場の草刈り

町内会長研修の様子町内会長研修の様子
菖蒲綱引き菖蒲綱引き

西郷まるごと川遊びデー西郷まるごと川遊びデー

カジカガエルとホタルを楽しむ会カジカガエルとホタルを楽しむ会
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第22号

『
大
』
文
字
を
点
灯
す
る
に
は
、

事
前
の
草
刈
か
ら
『
大
』
文
字
の

字
の
形
を
と
る
ま
で
相
当
の
苦
労

が
要
り
ま
す
。『
大
』
文
字
の
一

辺
の
長
さ
は
約
二
十
ｍ
で
『
大
』

文
字
全
部
に
L
E
D
電
球
約
千
五

百
個
を
灯
し
ま
す
。

　
各
種
の
活
動
を
す
る
に
は
、
や

は
り
公
民
館
が
活
動
の
拠
点
と
な

り
ま
す
。そ
れ
に
は
、
魅
力
あ
る

事
業
を
計
画
し
、
公
民
館
に
地
域

の
人
に
沢
山
来
て
い
た
だ
き
、
お

互
い
知
り
合
い
に
な
り
、
楽
し
く

笑
顔
で
会
話
で
き
る
よ
う
公
民
館

を
拠
点
と
し
て
仲
間
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
市
自
治
連
事
業
へ
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
頂

き
、
ま
た
各
地
区
の
様
々
な
自
治
会
活
動
と
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

に
も
ご
尽
力
を
頂
い
て
お
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
秋
に
発
生
し
た
鳥
取
中
部
地
震
は
、
県
内
中
部
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
で
は
い
ち
早
く
災
害
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
支
援
策
を
順
次
実
行
に
移
さ

れ
、
多
く
の
市
町
村
も
被
災
地
の
支
援
に
積
極
的
に
対
応
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、
県
下
の
災
害
時
の
対
応
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
証
し
で

は
な
い
か
と
心
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
、
山
間
地
の
多
い
鳥
取
市
で
は
、
震
災
時
に
は
道
路
が
寸

断
し
て
集
落
が
孤
立
し
、
家
屋
倒
壊
、
停
電
、
断
水
等
に
見
舞
わ
れ
、

進
入
路
が
な
い
た
め
救
援
の
手
が
届
か
な
い
地
域
も
出
て
来
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
に
頼
れ
る
の
は
、
日
常
的
に
交
流

の
あ
る
近
隣
の
地
区
民
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
し
か
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、
町
内
（
区
）
会
組
織
を
よ
り
充
実
し
、

地
域
の
絆
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
鳥
取
市
の
中
核
市
移
行
の
諸
準
備
も
終
わ
り
、
誘
致
企

業
の
操
業
も
順
次
開
始
さ
れ
、
新
市
庁
の
設
計
も
固
ま
り
、
鳥
取
市

の
発
展
に
一
段
と
拍
車
が
掛
か
っ
て
く
る
年
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
本
市
自
治
連
合
会
の
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
単
位
自
治
会
・

町
内
（
区
）
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
明
け
ま
し
て

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

会
長

　渡
邊
勘
治
郎

鳥
取
市
自
治
連
合
会
事
務
局
／
鳥
取
市
福
祉
文
化
会
館
内
／
〒
680 -0022 鳥

取
市
西
町
二
丁
目
3
1
1
／
TEL（

0857）2
0
-0
1
0
0・
FA
X（
0857）2

0
-0
1
4
1
／
http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/tottori-jichiren

編 集 後 記

行
っ
て
い
ま
す
。二
日
目
は
地
区

体
育
館
で
パ
ネ
ル
展
示
と
健
康
体

操
な
ど
を
催
し
、
駐
車
場
で
は
各

種
団
体
か
ら
の
バ
ザ
ー
が
出
店
さ

れ
多
く
の
方
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
地
域
で
は
高
齢
化
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
若
い
世
代
と
高
齢

化
の
方
々
が
共
存
し
合
い
各
区
長

の
連
携
と
防
災
を
強
化
し
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
人
権
の
尊
重
と
福
祉
の

  
充
実
・
防
災
強
化
を

     

目
指
す
街
づ
く
り

  

倉
田
地
区
自
治
会

 
 

会

長
　

谷
口 

　明

倉
田
地
区

興
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
が
地
域
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
区
で
の
主
な
年
間
行
事
で
は

五
月
に
地
区
・
小
学
校
合
同
の
大

運
動
会
を
開
催
し
、
地
域
と
小
学

校
の
児
童
、
保
護
者
が
一
体
と
な

り
日
頃
の
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。八
月
第
一
日
曜
日
ま
で
の
一

カ
月
間
を
部
落
解
放
月
間
と
称

し
、
期
間
中
に
十
の
集
落
で
小
地

域
対
話
集
会
を
開
催
、
感
想
や
意

見
を
出
し
合
い
八
月
の
第
一
日
曜

日
の
地
区
集
会
で
報
告
し
ま
す
。

そ
の
後
は
講
演
を
聞
き
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
解
消
に
向
け
意
識
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。十
月
に
は

二
日
間
に
わ
た
り
地
区
文
化
祭
を

開
催
し
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。一
日
目
は
地
区
体
育
館
で

地
域
の
保
育
園
の
園
児
・
小
学
校

の
児
童
・
児
童
館
・
一
般
の
方
な

ど
の
作
品
・
地
域
活
動
の
紹
介
等

パ
ネ
ル
展
示
し
、
公
民
館
等
で
は

毎
年
多
彩
に
満
ち
た
講
演
会
を

　
倉
田
地
区
は
、
概
ね
千
代
川
の

右
岸
、
八
坂
山
の
西
側
で
倉
田
小

学
校
を
中
心
に
南
北
約
五
キ
ロ
、

東
西
約
一
キ
ロ
に
位
置
し
、
地
区

内
に
は
と
り
ぎ
ん
バ
ー
ド
ス
タ
ジ

ア
ム
、
倉
田
八
幡
宮
が
あ
り
ま
す
。

　
倉
田
地
区
は
十
集
落
約
六
百
四

十
世
帯
か
ら
な
る
地
域
で
す
。自

治
会
は
総
務
部
・
福
祉
部
・
保
安

部
・
公
民
館
部
・
同
教
部
・
体
育

部
の
六
部
で
運
営
し
、
地
域
振

興
・
健
康
対
策
・
福
祉
事
業
・
地

域
の
防
災
・
安
全
対
策
・
街
づ
く

り
の
推
進
・
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振

　
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
八
日
（
水
）
岡
山
市
連
合

町
内
会
二
十
一
名
、
姫
路
市
連
合
自
治
会
二
十
四
名
、

鳥
取
市
自
治
連
合
会
二
十
一
名
、
合
計
六
十
六
名
が
あ

し
も
り
学
園
他
（
岡
山
市
）
に
集
い
、
交
流
会
を
三
部

構
成
で
実
施
し
た
。

　
第
一
部
　
あ
し
も
り
学
園
視
察
、
当
学
園
は
平
成
二

十
三
年
四
月
、
三
小
学
校
が
総
合
開
校
さ
れ
た
岡
山
市

立
蛍
明
小
学
校
と
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
岡
山
市

立
足
守
中
学
校
と
一
体
型
校
舎
（
新
築
）
の
中
で
新
し

い
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
学
園
で
す
。
教
育
目
標
は
、

岡
山
市
の
岡
山
っ
子
育
成
条
例
「
自
立
す
る
子
ど
も
」

を
基
本
と
し
、
設
定
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、

一
貫
教
育
校
で
な
い
こ
と
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
、
給
食
調
理
場
が
あ
る
こ
と
、
新
築
校
舎

の
為
多
目
的
教
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
が
効
率
的
に
作
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
地
域
と
の
連
携
強
化
に
向
け
た
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
窺
う
こ
と
が
出
来
た
。

　
第
二
部
は
会
場
を
「
洪
庵
茶
屋
」
に
移
し
交
流
を
深

平
成
二
十
八
年
度 

三
市
姉
妹
交
流
会
報
告

平
成
二
十
八
年
度 

三
市
姉
妹
交
流
会
報
告

　「
自
治
連
だ
よ
り
」
第
二
十
二
号
は
、
八
地
区
の
地
域
活
動
を

紹
介
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。玉
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
関

係
各
位
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱
え
る
中
で
地
域
の

特
徴
を
生
か
し
た
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
各
々

の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
様
の
ご
意
見
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

（
広
報
委
員
長
　
村
上
誘
子
）

部
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し

て
所
属
す
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　
活
動
と
し
て
は
、
事
務

局
・
各
部
会
で
協
議
し
て
各

種
団
体
の
活
動
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ
、
さ
ら

に
、
あ
ら
た
に
事
業
を
お
こ

す
こ
と
を
中
心
に
ま
ち
づ
く

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。そ

の
中
の
活
動
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
と
称

し
て
一
年
に
二
回
、
久
松
公

園
付
近
を
掃
除
し
て
い
ま
す
。小

学
生
か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の
人
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
多
い
時
は

約
三
百
人
近
く
に
も
な
り
、
久
松

公
園
の
中
か
ら
周
り
の
道
路
ま
で

大
変
き
れ
い
に
な
り
気
持
ち
が
い

い
で
す
。掃
除
が
終
了
し
て
か
ら
、

ラ
ジ
オ
体
操
・
歌
を
歌
っ

て
解
散
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
っ
た
後
、
こ
の
大
震
災

の
鎮
魂
の
気
持
ち
を
鳥
取

の
地
か
ら
発
信
で
き
な
い

か
と
思
い
、「
久
松
山
を
考

え
る
会
」
を
中
心
に
平
成

二
十
三
年
か
ら
、
八
月
に
久

松
山
頂
に
『
大
』
の
一
文

字
と
年
末
・
年
始
に
か
け

て
久
松
山
二
ノ
丸
の
城
壁

に
漢
字
一
文
字
を
点
灯
し

て
い
ま
す
。久
松
山
頂
の

　
久
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
住
み
よ
い
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
平
成
二
十
一
年
六

月
に
町
内
会
長
会
及
び
地
域
の
各

種
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
「
住
み

よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会
」
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く

る
会
」
は
「
生
活
安
全
部
会
」・

「
健
康
福
祉
部
会
」・「
文
化
教
養

部
会
」・「
次
世
代
育
成
部
会
」
の

四
部
会
を
つ
く
り
、
町
内
会
長
会

を
は
じ
め
各
種
団
体
が
ど
こ
か
の

 

仲
間
づ
く
り
で

　
　
　

   

笑
顔
に
！

住
み
よ
い
久
松
地
区
を
つ
く
る
会

　

   

事
務
局
長

　濱
本
健
一

久
松
地
区

め
た
。
足
守
特
産
メ
ロ
ン
の
生
ジ
ュ
ー
ス
は
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
と
し
て
最
高
で
あ
っ
た
。

　
第
三
部
は
「
備
中
高
松
城
跡
視
察
」
豊
臣
秀
吉
率
い

る
軍
勢
が
高
松
城
を
「
水
攻
め
」
に
し
城
主
清
水
宗
治

は
湖
上
に
船
を
浮
か
べ
自
刃
、
家
臣
を
救
っ
た
話
は
有

名
。
又
、
江
戸
時
代
は
秀

吉
の
正
室
「
ね
ね
」
の
兄
、

木
下
家
定
が
陣
屋
町
と
し

て
繁
栄
さ
せ
、
今
で
も

し
っ
く
り
と
落
ち
着
い
た
、

た
た
ず
ま
い
を
な
し
多
く

の
観
光
客
を
よ
ん
で
い
る
。

　
今
回
の
研
修
も
三
市
自

治
連
合
会
の
絆
を
一
層
深

め
た
視
察
と
な
っ
た
。
平

成
二
十
九
年
度
の
三
市
交

流
会
場
は
鳥
取
市
と
な
る
。

（
報
告
　
南
部
　
敏
）

倉田地区運動会倉田地区運動会

倉田地区文化祭倉田地区文化祭

久松公園周辺の清掃久松公園周辺の清掃

久松山頂の『大』文字久松山頂の『大』文字


